
店舗等用途の
中規模ビル
木造化
モデル案

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
外装と環境性能 
ガラスファサード越しに見える構造フレームは、仕口部の

プレキャストコンクリートを現しで見せ、ハイブリッド木

造らしい多様性を活かしたデザインとしている。（図５） 

また、南面に CLTの水平ルーバーやガラスファサードの外

側に設けた鋼製のメッシュスキンの約半分をテナントサイ

ンや緑化に利用する事で、環境負荷低減に加えて商業らし

い外観を創出した。 

 

国産材利用の考え方 
構造材・仕上げ材とも全て国産材で計画している。柱はカ

ラマツ集成材（E105-F345）、柱の表面材にはスギ羽目板（t20、

地域産材利用）、ルーバーはヒノキＣＬＴ（Mx60）を想定し

ている。木材使用量は、470ｍ3（全て国産材）である。 

資材製造、施工に係る CO2 排出量の削減効果 
木材は全て国産材を用いることでウッドマイルが出来るだ

け小さくなるように配慮している。木柱とプレキャストコ

ンクリート仕口は予め工場で一体化することで、輸送効率

を高め、施工時の CO2排出削減に寄与している。 

炭素貯蔵量 
構造材・仕上げ材の炭素貯蔵量は、合計 357t-CO2 である。 

基本データ 
主要構造：木造、鉄骨造 建築面積：735m2（一部庇含む）  延床面積：6,550m2    基準階面積：724m2 
規模：地上９階          最高高さ：40.8m              階高：4.0m          天井高：3.0m 
用途：1・2階 物販、3階以上 サービス、オフィス                   耐火性能：耐火構造 

柱を木造、梁を鉄骨造としたハイブリッド木造の商業施設 
提案のアピールポイント 

・柱を木造、梁を鉄骨造とすることで、経済的に木造を実現 

・コア周りに耐震要素を設け、高層化による木柱のへの負担を最小化 

・CLTのルーバーを外部に設置し日射制御を行うことで、環境負荷を低減 

株式会社大林組 

図６ 仕口部構造詳細図 

図１ 外観パース 

図２ 基準階平面図 

図５ 断面イメージ図 

構造 用途 
Inclusive 

 Timber Bldg. 
 

外装 

図３ O・Mega Wood® 耐火(柱)  図４ メッシュスキン 

建築計画 
地方中核都市の駅前に建つ、ＣＬＴの水平ルーバーが特徴

的な外観の商業施設である。多様な商業用途、構造、外装

を組み合わせながら、それらをポジティブに受け入れるイ

ンクルーシブ（Inclusive）な建物とし、駅前や地方の林業

の活性化に寄与することを意図した。 

防耐火計画 
本建物は駅前に建つ商業施設であり、９階建てであること

から、90分耐火構造が必要である。木柱にはメンブレン方

式の O・Mega Wood® 耐火(柱)（図３）を採用し、鉄骨梁は

一般的な吹付けロックウールを採用し天井仕上で隠蔽して

おり、経済的に木造を実現している。

構造計画 
柱は木造、梁は鉄骨造とし、両者を接合する仕口はプレキ

ャストコンクリートを採用し、剛接合を実現した。（図６） 

本建物のように比較的階数が高い建物の場合、木柱だけで

は耐震要素が不足することから、コア周りに鉄骨造の鉛直

ブレースを設けることで耐震要素としている。 

床スラブは、厨房位置の自由度、遮音性、建設コストに配

慮し、ＣＬＴではなく一般的なＲＣ造を採用した。 

日射抑制用のルーバーは長さ 6.5ｍ、幅 1.2ｍと、ＣＬＴの

特徴を活かし大判のパネルを使用している。自重によるた

わみを抑制するため、中央部を鋼製ロッドで吊る形式とし

た。ロッドは鋼製のメッシュスキンの一部としてデザイン

している。（図４）

床構成 (LL-45)
OA フロア t=300
RC 床 t=100
CLT 床 t=210
木梁 t=800 排水管 150φ

給水管 50φ

排水管
給水管
電気配線

点検扉

耐火被覆

QTC(4 本組み立て柱 ) で構成した７階建ての商業施設 株式会社シェルター

■防耐火計画概要

■建築計画概要■建築計画概要 ■構造計画概要

■国産材利用の考え方

■資材製造に係る GHG 排出量の削減効果

■炭素貯蔵量

提案のアピールポイント
木造部をQTCで構成することで軽快なデザインとし、内部を設備配管スペースとして利用することで、構
造以外の機能を付加。  ※QTC=Quad Timber Column(4 本組み立て柱 )
RC 壁つきラーメン構造とすることで剛性と耐力の両立を図り、RC 造部分に水平力を負担させることで
木造部の耐力壁を極力設けないこととし、用途変更に対して柔軟に対応できる。
木造耐火部材を現しとして、特徴的な構造部を建築内外から感じられる。

・

・

・

防火地域に建つ、地上7階建の商業施設であることから 1時
間と1.5時間の耐火要求時間に対して仕様規定 (ルートA)の
計画としている。防火区画 (面積区画 )は各階ごとに区画し
ており、QTC に通る設備配管スペースについても竪穴区画
を施す。

基本データ
主要構造：中央をRCコア・ファサードを木造とする平面混構造　規模：地下 1 階、地上 7 階　延床面積：7,949.76 ㎡
建築面積：1066.52 ㎡　階高：4.00m  最高の高さ：31.00m　天井高 3.40m　耐火性能：耐火建築物

低層部は飲食店、中上層部を物販店舗とした商業ビルの提
案。計画地は建ぺい率80％、容積率600％程度の地方都市の
駅前商業地域に多く見られる条件を想定し、階数は道路斜
線制限により建物高さの上限が決定する7階建てとした。
平面計画はQTCとRC造の柱によるグリッド形状とし、柱に
合わせて PSを効率よく配置することで、将来の居住施設や
教育施設などへの転用にも柔軟に対応する。

中央の共用部はRC造、貸店舗部分をRC造を挟む木造部分に
計画した。RC 造部分は壁付きラーメン構造とし、建物全体
の地震力の大部分を負担するコアとなる。貸店舗部分の床
は剛性や遮音性に配慮して、RCとCLTの複合スラブとした。
木造部分の LVL 柱と格子耐力壁は、壁付ラーメンのような
機構で鉛直力と地震力の処理が可能であり、地震時の建物
の変形を抑える。

柱・梁に用いるLVLはカラマツ、床に用いるCLTはスギを使
用する。いずれも国産材を使用することで、森林の持続的
なサイクルを促し、流通段階のGHG排出量を減らす。
[ 木材使用量 ]
1,562㎥（すべて国産材のカラマツ材、スギ材、ヒノキ材）

外周部に耐力壁を配置することで、自由な間取りの計画や変更
が可能となる。本計画では住居への用途変更を提案。

本提案において、資材製造に係る年間 GHG 排出量は、同規
模の7階建てRC造と比較して、全体として2割減少し、躯体
ではおおよそ5割減少。

木材全体で 1,173t-CO₂の CO₂蓄積量となる。これはスギ約
2,332本分のCO₂蓄積量に相当。

住居

店舗
用途変更

■QTC× PS

[ 構造概要 3Dモデル ]

店舗 店舗 店舗

店舗 店舗 店舗

部屋 部屋 部屋部屋 部屋

店舗 店舗

店舗 店舗店舗( 屋外 )

店舗( 飲食 )

WC
従業員用 EVバック室利用者用階段

利用者用階段

EV

従業員用 EV

屋外テラス

吹抜け

店舗( 飲食 )

店舗( 飲食 )
14560 7280

36400
3640 3640 7280

WC
EVバック室階段

階段

EV

EV

吹抜け

14560 7280
36400

3640 3640 7280

カフェ
ギャラリー

〃 〃 〃 バックヤード
機械室

B1FL

1FL

2FL

3FL

4FL

5FL

6FL

7FL

RFL

〃 〃バックヤード
機械室

店舗
(飲食)

剛性が高いRCコア部分で建物全体の鉛直・水平荷重を負担し、
木造部分は鉛直荷重を負担することで、軽快なQTCと広い空間を実現する。

「QTC× PS」を分散して配置することで、用途と間取りの
可変性を向上させる。格子組は一面を開閉できる機構と
することで設備配管のメンテナンスを可能とする。

剛性高 低

低

床の剛性・遮音性・耐火性能
コンクリート + 鉄筋

7層7プライ
CLT( スギ )

1.5時間耐火の
「COOL WOOD」を使用
荷重支持部材：210mm
柱外形：342mm

柱・梁(カラマツLVL)

表面材と格子の外枠を兼ねる

地震時のみの負担とし
耐火被覆せず
そのまま現しとする

格子耐力壁(ヒノキ製材)

躯体

RC造

木+ RC造

内装

7.7

3.9 4.2 1.8 1.8

3.7 1.8 1.9

外装
電気 + 太陽光発電設備

土木・地業
空調 衛生 搬送

14.3

17.8

その他

[ 構造形式 3Dモデル ]

合成床
QTC

木造部 RC コア部

商業施設 3階平面パース

集合住宅 3階平面パース

断面図　縮尺 1/500

N

[劣化対策等級2を想定]
・雨水侵入を防ぐ
　基準適合部材の使用
・外壁通気層の確保
・防腐・防蟻処理

森のテラス
前田建設工業株式会社

■駅前の中規模オフィスを木を活かして店舗に生まれ変わらせるレトロフィットプロジェクト。

■店舗に最適な計画にするため、縦動線のコア部分も含めプランを見直し、それらを実現するための

木材ならではの特色を活かした工夫を随所にちりばめた。

■解体→新築よりも、圧倒的に環境負荷の小さい改修計画のため、今後の需要増加が見込まれる。

提案のアピールポイント

＜基本データ＞

主要構造：鉄骨造・一部木造

規模：地上8階

延床面積：5,107.72㎡

階高：1階：4.7m、2～7階：3.9m、 8階：4.5m

耐火性能：耐火建築物

建築面積：684.78㎡

最高の高さ：32.7m

天井高：2.6m

建築計画概要

駅前によくみられるような中層のオフィスビルは、全国的に、約半

数が築30年以上となっている。今後は、用途変更や建て替えが増

えることが予想されることもあり、昨今の諸事情をふまえ、コスト、

工期、環境負荷を抑えることを目指す。用途変更による耐荷重の

増加、コアの変更への対応、増床などを木材の軽さなどの特徴に

よって補い、既存躯体を活かすことで環境負荷およびコストを圧

倒的に低減する計画とする。

防耐火計画概要

本建物は耐火建築物である。1階から7階まで

は既存の鉄骨造に耐火被覆が施されている。

今回増設した耐震要素の木鋼組子®は主要構造

部ではないため木材を現わしで使用すること

が可能である。また最上階は、1時間耐火の告

示仕様を採用することでコストにも配慮した計

画となっている。

出典：一般社団法人日本不動産研究所『全国賃貸オフィスストック調査』 をもとに前田建設にて作成

築30年以上の
ストックが半数以上

プランニングの特徴

3-7F PLAN 1:600

レストラン

テラス

サラダ畑

厨房・
バックヤード

EV

WC

2F PLAN 1:600

WC

環境負荷削減計画

1,2階は、前面の通りや南側を東西に走るJRか

らの視認性を高くし、夜間も含め入りやすい雰囲

気を感じられるように開放感のある吹き抜けで

二つのフロアーの一体感を演出。

上階も、内部のにぎわいを外の人に感じてもら

えるようにオープンな空間とし、木製の耐震要素

である木鋼組子®が木の温かみを与える計画と

なっている。また最上階は、外部空間と一体利用

できるテラスレストランとなっており、緩やかな

曲面で覆われた開放的な空間となっている。

既存建物を解体して新築を鉄骨造で建てる場合と、構造躯体を残して

木材を活用し改修する場合のエンボディドカーボンを比較すると、約

70％もの二酸化炭素排出削減となる。また構造材、内装材の木材利用

によって炭素貯蔵が約２６１t-CO2となりさらに環境負荷低減に寄与す

る。特にNLTについては、接着剤を使わない建材、国産スギの活用とい

う特徴もあり、DLTとともに今後注目が集まることが予想される。さら

に電力についても、太陽光パネルを笠木に組み込み一部の電力を自家

発電で賄うことができる仕様としてお、そのり発電量は約4KW程度と

想定される。設計施工の実物件では、ホールライフカーボンを算出し、見

積とともに顧客に提示している。

Café+book shop

EV
搬搬入入用用

EEVV

リバーサイドテラス

厨房・
バックヤード

33,900

7,750 6,400 6,400 6,400 6,950

WC

EV搬搬入入用用
EEVV

8F PLAN 1:600

テナントエリア

搬搬入入用用
EEVV

1F PLAN/
SITE 1:400

EV

WC

駐車場
ゴミ

厨房・
バックヤード

道路境界線

2
2
,3

0
0

6
,4

0
0

7
,0

0
0

8
,9

0
0

33,900

7,750 6,400 6,400 6,400 6,950

AA

AA

搬搬入入用用
EEVV

Café counter

Café+book 
shop

JR総武線・中央線

前田建設の設計施工物件ホールライフカーボン算出スキーム

2,934

105

57

868

261

解体＋
鉄骨造新築

一部解体＋
木材利用改修

（単位：t-CO2）

CO2排出量

約3,039t-CO2

CO2排出量

約925t-CO2

約70％減

CO2削減量

約2,114t-CO2

CO2貯蔵量

約261t-CO2

■建設時
■解体時
■炭素貯蔵

エンボディードカーボン比較

吹き抜け

【CO2-Scope
®
】

LCA評価
支援システム

【ZEB-Scope®】
ZEB設計
支援システム

One Click LCA
による算出

OC：オペレーショナルカーボン

WEBPRO
による算出

基本設計時：
CO2削減提案

実施設計時：
削減を盛り込んだ

WLCの見える化
お客様に提示

OC：オペレーショナルカーボン

EC：エンボディドカーボン EC：エンボディドカーボン

作成日： 2025/9/18
会社名： 前田建設工業

担当： 前田太郎

主要用途： 流通施設 算定ツール：
構造： S造 原単位DB： ecoinvent
階数： 4 階 入力数量根拠： 躯体 見積数量

延床面積： 104,520 m2 内外装 見積数量
算定時期： 2025年9月 設備 統計数量

算定： 委託算定 共通（施工）統計数量
委託先企業：

【任意入力欄】

52,199,950 kgCO2e

1,169,719 kgCO2e

3,454,144 kgCO2e

kgCO2e

kgCO2e/m２

設計一次エネルギー消費量 13,082 GJ/年
一年あたりの建物の消費電力想定 637 kgCO2/年 ※全電源平均係数「8.64 MJ/kWh」にて、電力として想定

※2024 年度の東京電力の CO2 排出係数0.421 kg-CO2/kWhを

【コメント欄（自由記述欄）】
採用可否チェック

①　合法木材
【任意入力欄】 ②　低炭素コンクリート
実施設計時 ③　リサイクル鋼材

原案 56,771,802 ｋｇCO2e

削減案 56,771,802 kgCO2e

削減率 0 %

目標値 0 %

竣工時
実績値 56,081,478 kgCO2e

削減率 1.2 %

資材製造段階(A1-A3)

現場への輸送(A4)

前田建設新築工事 排出量算定結果 段階③　　　【アップフロントカーボンの内訳】

【建物概要・算定条件】
One Click LCA
One Click LCA

段階①　　　　【建設時CO2排出量】

算定の有無 算定 有

・躯体のコンクリートと鉄筋、本体鉄骨、付帯鉄骨、内外装の仕上げ材につい
て見積数量を用いてCO2算定を行った。
・設備は㎡原単位にて試算

施工(A5)

段階②　　　【削減提案】
①低炭素建材利用による削減 ②建設工事現場での削減

合計 56,771,802【削減内容（自由記述）】 【削減内容（自由記述）】

【運用時のCO2】

試算では、外部舗装は対象として
いないが、舗装のアスファルトには
低炭素合材のエコール（前田道路）
を使用し、アスファルトのCO2を
最大で20％削減する。

・現場事務所含め、工事現場で使
用する電気を100% 再エネまた
は非化石証書で調達する
（東京都の規定の施工段階（A5）
の20％削減相当）

延床面積あたり 543

【持続可能な低炭素資材等の利用】

【低炭素資材】 一部、電炉材を使用予定。

画像添付

0

20,000

40,000

60,000

削減案 原案

排出量 削減量

1,2階吹き抜け

店舗 バックヤード

⾼い天井による広げる空間⽊造要素による温もりのある仕上げ

⽊仕上げを傷つけず配置可能な設備計画

地震⼒をコア周りの鉄⾻造部分に負担させ、耐⽕集成材柱
には負担させない構造計画とした。店舗部分は⽊現しで温
かみのある⽊質空間と使いやすい10m×44mの無柱空間を
両⽴するため、鉄⾻梁を採⽤し⽊を耐⽕被覆として⽤いた。
床版は、デッキ合成スラブの下⾯にCLTを取付けデッキス
パンを拡⼤する最新技術を採⽤し、⼩梁を減らしすっきり
とした⽊現しの温かみのある空間を実現した。耐震壁には
層ごとの地震⼒に応じて低層部には波型鋼板とCLTのハイ
ブリッド耐震壁、⾼層部にはCLT耐震壁を採⽤した。

⽊織りの詩 -TIMBER HARMONY-

・⽊の温かみで魅⼒溢れる⽊質空間をガラス越しに街にアピールすることで、集客⼒を⾼めた商業施設
・最新の⽊造技術を活⽤し、店舗としてフレキシブルに使いやすい⽊質感あふれる無柱空間を実現
・スタンダードな形状の鉄⾻造建物に、適材適所に「⽊を織り込んだ」⽊と鉄のハイブリッド建物

株式会社⽵中⼯務店

建築計画概要 構造計画概要

防耐⽕計画概要

基本データ
主要構造：⽊造+鉄⾻造
耐⽕性能：耐⽕建築物

規模：地上7階
建築⾯積：651.2㎡

延床⾯積：4558.4㎡
最⾼の⾼さ：31ｍ

階⾼：4.0ｍ
天井⾼さ：3.0ｍ

本計画は、都市部における⽊造商業施設のスタンダード
を追求する取組みである。２⾯開放コアプランを採⽤し、
ガラス越しに⽊質素材の温かみある空間を街に表出する
ことで、⼈々を⾃然と惹きつける親しみやすい施設を実
現している。シンプルで計画しやすい形状の鉄⾻造建物
に適材適所に⽊造部材や⽊質仕上を「織り込んで」いく
ことで、商業の具体的な⽤途やオーナーの要望に応じた
多様な⽊材の使い⽅を提案できるフレキシブルな計画と
した。この規模の建物を⽊造で建てていくことで、⽊に
囲まれた豊かな街並みが実現することを⽬指した。

本建物は７階建であり耐⽕建築物となるため、柱には耐
⽕集成材を、梁には⽊材そのものを耐⽕被覆とした技術
を採⽤した。また、⽊質空間を実現する上で⽕災に対す
る安全性を⾼めるためスプリンクラーと機械排煙を設置
し、建築基準法上の内装制限の緩和措置を採⽤している。

国産材利⽤の考え⽅

資材製造に係るGHG排出量の削減効果 炭素貯蔵量

⽊構造部材として、耐⽕集成材柱の荷重⽀持部に国
産カラマツおよびヒノキを、耐⽕集成材および⽊耐
⽕被覆、CLT耐震壁シリーズには国産スギを採⽤し
ている。また、仕上材としてさまざまな樹種の国産
⽊材を積極的に活⽤する計画である。

国産⽊材使⽤量（構造材）：290㎥

構造材への⽊材の利⽤および低炭素型コンクリート
を採⽤することで、⼀般的な鉄⾻造の建物に⽐べて、
躯体に係るホールライフカーボンを約200t-CO2e削
減している。

構造材に耐⽕集成材や⽊耐⽕被覆技術をはじめとする⽊造
技術を採⽤することにより、170tのCO2を固定化している。
さらにこれらの⽊材を建物供⽤後にアップサイクルするこ
とで、さらに⻑期にわたる炭素の固定化を考えている。

耐⽕集成材
(燃エンウッド®)

本モデルで採⽤した⽊造技術 ※( )内の名称は（株）⽵中⼯務店の開発技術

⽊耐⽕被覆技術
(KiPLUS® TAIKA)

CLT合成デッキ
(KiPLUS® DECK)

CLT鋼板耐震壁
(KiPLUS® WAVY)

基準階断⾯図

⽊材要素ダイアグラム

①耐⽕集成材柱
②⽊耐⽕被覆梁
③CLT合成デッキ
④CLT耐震壁
⑤CLT鋼板耐震壁

CLT耐震壁
(KiPLUS® WALL)①

②
④

④

⑤

③

1階平⾯図 全体断⾯図

基準階平⾯図
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■建築計画概要

■防耐火計画概要

■構造計画概要
・1階：店舗、風除室、WC　他
・基準階：店舗、WC　他

・中層純木造で、二方向ラーメン架構が可能。
・設計ルート3での構造設計により、多種多様な木造ビルへの採用が可能。
・二方向ラーメン架構採用により、耐力壁のない自由度のある内部空間を実現

二方向ラーメン架構を用いた汎用性のある中層純木造ビルの提案

・構造種別
・架構形式
・基礎形式

・国土交通省告示第1399号
　柱一部日本木造耐火建築協会仕様
・柱、床（RC）、梁、外壁、間仕切壁
　：1h耐火、1.5h耐火
　屋根（RC）：0.5h耐火

■基本データ
主要構造
耐火性能

：木造
：耐火構造

提案のアピールポイント

：木造（スラブはRC造）
：半剛接仕様の二方向ラーメン架構
：杭基礎（場所打ち鋼管コンクリート杭）

外観パース

規模
建築面積

：地上9階建
：269.25m2

延床面積
最高高さ

：2,230.12m2
：41.35m

階高
天井高

：3.95m
：2.6m

・柱、梁：国産集成材　木材使用量：744.89m3　
■国産材利用の考え方
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本建物は、狭小かつ塔状比が高い都心部
に見られる一般的な店舗ビルである。
短辺方向は店舗としての機能を損なわな
いように1スパン、約8mのラーメン架
構としている。

長辺方向も角地の利点を生かし開放感が
得られるようにラーメン架構とするが、
短辺方向の剛性および耐力を確保するた
めに5m前後のスパンに抑えている。

中高層木造建築物の二方向ラーメン架構
となるため、従来からの一般的な構法で
の設計は難しいと考え、新たに開発した
P&UA構法を採用している。

この構法は共同技術開発グループにおい
て2024年10月に日本建築センターの構
造評定を取得しているが、今後は広く技
術を公開し一般的な構法として普及させ
ていく方針である。

■P＆UA構法

・518t-CO2
■構造材に係る炭素貯蔵量（CO2換算）

「P&UA構法」とは、新たに開発した接合法「GIUA」を用いて、中高層木造建築物におけるラーメン架構（耐力壁と
の併用も可）を実現した構法。「GIUA」は、中大規模木造で一般的なGIR接合において、鋼棒をあえて接着させな
いアンボンド部を設けることにより、従来のGIRで生じていた脆性的な木材割裂を抑制し、木材を損傷させずに鋼棒
が伸び縮みすることでエネルギーを吸収する機構となっている。柱梁接合部にGIUAを採用することで接合部の高剛
性・高耐力・高靱性が確保され、中高層木造建築物において必要となるルート３（保有水平耐力計算）による耐震設
計が容易になる。また、工場で柱・梁の木材端部にGIUAを施工し、現場ではこの柱・梁を鉄骨のパネルゾーンに高
力ボルトを用いて緊結するだけで、施工の省力化も図れる構法。

1階平面図：1/400 基準階平面図：1/400

断面図：1:400

GIUA 一方向ラーメン 二方向ラーメン

・601.2t-CO2（柱、梁の躯体のみ、S造比較）
■資材製造に係るGHG排出量の削減効果（CO2換算）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

はじめに 

本提案は 2018年に開催された「CLTアイディアコンテスト 2018」の設計

部門において、「5階建て以下の事務所建築」というテーマに基づき設計実務

者や建築系学生から寄せられた多くの提案の中から、国土交通大臣賞を受賞

したものを基に、2025年現在の技術･市況などを踏まえて一部加筆を行っ

た提案となります。 

実際には建てられていませんが、タイトルにあるように「CLTに固執しない

/CLTを諦めない」というコンセプトに基づき、建築基準法の枠組みの中で特

別な方法に頼らず普通に成立する準耐火建築物として、CLTを積極的に活用

することを考えています。   

主な使用木材 

CLT（Cross Laminated Timber JAS3079 直交集成板）  

杉 CLT JAS S60-5-7   使用部位  柱･梁・壁・垂れ壁   厚み 210㎜  514.3273㎥ 

杉 CLT JAS S60-3-3   使用部位  2階、3階床及び屋根面  厚み 90㎜  133.1883㎥ 

使用材積合計 647.5156㎥   

防耐火計画 

この建物では、構造体である CLTを極力現しで使うことを目指しました。CLTを単なる構造材と考えるのではなく、木

材という質感を伴った材料としての魅力を最大化したいと考えたためです。 

建物の用途や規模など様々な要件によって、構造体に耐火性能を求められるケースがあります。その場合、多くは不燃性

の建材などで構造体を被覆することで耐火性能を担保することになりますが、CLTの場合、建材で被覆すると木材の質

感は表には現れません。一般のエンドユーザーの木造のイメージとかけ離れてしまうことで、そもそも企画段階から木造＝

CLTで作ることの意義を見いだせなくなることもあるでしょう。 

本提案では CLTの魅力を最大化するために、建築物の防耐火性能を「準耐火建築物」に照準を定め、「燃えしろ設計」を

行いました。「木造 3階、1500m2以下の準耐火建築物」のプロトタイプを提案すること目指して、構造体である壁・壁柱・

梁について、5層 7プライ 210mmの CLTを採用し､燃えしろを片面 45mmとしています。 

また、立地条件が準防火地域であるため、準耐火建築物とするためには 500m2での防火区画が必要になります。そこで

平面計画上はワンフロアを 500㎡として各階の層間での防火区画することにしています。さらに、防火区画に接する外

壁は、火炎の回り込みを防ぐために幅 90cm以上の部分を準耐火構造としなくてはならなくなるのですが、これを避け

るため、庇を鉄筋コンクリートとすることで、防火区画と延焼防止の庇を構成して防火上有効に遮る計画としました。 

構造計画 

一般的な中廊下型の平面・断面計画とし、大版で製造できる

CLTパネルの優位性を活かして、シンプルな CLTパネル構

造として計画しています。 

防耐火ならびに遮音などの理由により床版を CLT仮設パネ

ル＋コンクリートとしており、床勝ちで空間を構成します。水

平構面は剛床を仮定し、圧縮側は CLTに期待し、引張側が支

配する床スラブではコンクリートを用いた合成スラブに期待

して、各材料の得意な性能を最大限に活用することを実現し

ています。 

（※提案時、構造的に精緻な検証は行っていません。実施計画

する場合は、改めて構造計算を行う必要があります。） 

計画概要 

想定建設地   ：政令指定都市 中心市街地 鉄道路線駅前 

地域地区  ：商業地域、建ぺい率 80%、容積率 400% 

防火地域等 ：準防火地域 

前面道路  ：15m、7m、6m（3面接道） 

延床面積  ：1479.87㎡（各階 493.29㎡） 

構造     ：構造：木造、一部鉄筋コンクリート造   

階数・軒高 ：地上 3階建、 11.4m 

防耐火   ：準耐火建築物（建築基準法 2条九号の三イ） 

「CLTに固執しない/CLTを諦めない」  

  ～最適条件×最適部位で実現する CLTによる「準耐火構造」の ひとつの答え～ 

CLTの使い方の工夫 

建設地として想定したのは都市部の中心市街地の駅前の線

路沿いで、鉄道利用者からもよく見える場所です。提案では

多くの人の目に触れる場所に CLTが使われていることが一

目でわかる形で建物を計画することを意識しました。計画地

の近隣にはかつての観光名所がありますが、近年のインバウ

ンド景気によって魅力の再発見がなされ、新たな活気に溢れ

ています。そのようなこれまでのイメージを更新する新しい

気風が感じられる場所に、若い起業家などが集う SOHOや

コワーキングスペースを計画することで「場所」と「人」の相乗

効果が生まれることを期待しました。「CLTによる新しい木

造空間」から「ビジネスにおける新しい発想」が生まれるとい

うポジティブなイメージを、駅のホームから見える建物から発

信できるのではないかと考えました。     

中規模ビル・店舗等の木造化のすすめ

令和 7 年度版
®



2

　日本においても、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた木材利用による貢献に期待が高まる中、中
大規模木造建築への注目が高まっています。そのような中で令和 2 ～ 3 年度のオフィスに続き、令和 4 ～ 5
年度はホテルの試設計を中規模ビル木造標準モデル事業検討委員会に参加する企業より提案いただき、さら
に充実させていただきました。今年度は店舗等における木造化モデル試案を募り、6 組の提案を頂きました。
　低層・非住宅における店舗の木造化率は事務所と比較しても低く、中層建築物においては木造化の事例が
極めて少ないビルディングタイプです。そのため、今後木造化に際し広いマーケットが期待されます。
　事務所用途で見られる広い無柱空間ではなく、店舗等ではある程度の空間単位を確保することにより売り
場とする構成が可能です。そのため、店舗に用いることが出来る木造フレームは居住施設や教育施設など他
用途への展開も期待できます。
　各提案者の設計案を読み解いていただくと、どのような構造形式を組み合わせるかという工夫、木造の弱
点になりやすい接合部の工夫、施工上の工夫、設備機器の配置や配管への工夫など、様々な工夫を読み取っ
ていただけると思います。
　今後、この分野の技術革新と普及に大きな期待が寄せられています。この冊子を手に取ったみなさんにも、
中大規模建築の実践の輪に加わっていただければと思います。

木造中規模店舗の事例

各案の概要

各社提案

　- ⽊織りの詩 -TIMBER HARMONY-

　　（株式会社竹中工務店）

　- QTC（4 本組み立て柱）で構成した７階建ての商業施設

　　（株式会社シェルター）

　- 森のテラス　

　　（前田建設工業株式会社）

　- 二方向ラーメン架構を用いた汎用性のある中層純木造ビルの提案

　　（東急建設株式会社）

　- 柱を木造、梁を鉄骨造としたハイブリッド木造の商業施設

　　（株式会社大林組）

　- 「CLT に固執しない／ CLT を諦めない」～最適条件 x 最適部位で実現する

　　CLT による「準耐火構造」のひとつの答え～

　　（好川拓建築設計事務所・銘建工業株式会社・一般社団法人日本 CLT 協会）

参考資料・インデックス

問い合わせ先
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・・・・　6

・・・・　10

・・・・　14
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nonowa国立SOUTH (2024)

サウスウッド (2013)

駒沢大学駅西口 2 ビル (2024)

ミナカ小田原 ( 木造部 ) (2020)

階数：
延床面積：

構造：
防耐火性能：

撮影：ナカサアンドパートナーズ　辻谷

撮影　ヴィブラフォト／浅田美浩

階数：
延床面積：

構造：
防耐火性能：

階数：
延床面積：

構造：
防耐火性能：

（写真左側）

階数：
延床面積：

構造：
防耐火性能：

地上 4 階 
2,419.60 ㎡
木造（ラーメン）、一部鉄骨造
耐火建築物

地上 4 階 地下 1 階
10,874.33 ㎡
木造（ラーメン）、一部 RC 造
耐火建築物

地上 4 階 地下 2 階
346.80 ㎡
木造、一部 RC 造
耐火建築物

地上 4 階 
1,483.43 ㎡
木造（ラーメン）、一部鉄骨造
耐火建築物

木造中規模店舗の事例



床構成 (LL-45)
OA フロア t=300
RC 床 t=100
CLT 床 t=210
木梁 t=800 排水管 150φ

給水管 50φ

排水管
給水管
電気配線

点検扉

耐火被覆

QTC(4 本組み立て柱 ) で構成した７階建ての商業施設 株式会社シェルター

■防耐火計画概要

■建築計画概要■建築計画概要 ■構造計画概要

■国産材利用の考え方

■資材製造に係る GHG 排出量の削減効果

■炭素貯蔵量

提案のアピールポイント
木造部をQTCで構成することで軽快なデザインとし、内部を設備配管スペースとして利用することで、構
造以外の機能を付加。  ※QTC=Quad Timber Column(4 本組み立て柱 )
RC 壁つきラーメン構造とすることで剛性と耐力の両立を図り、RC 造部分に水平力を負担させることで
木造部の耐力壁を極力設けないこととし、用途変更に対して柔軟に対応できる。
木造耐火部材を現しとして、特徴的な構造部を建築内外から感じられる。

・

・

・

防火地域に建つ、地上7階建の商業施設であることから 1時
間と1.5時間の耐火要求時間に対して仕様規定 (ルートA)の
計画としている。防火区画 (面積区画 )は各階ごとに区画し
ており、QTC に通る設備配管スペースについても竪穴区画
を施す。

基本データ
主要構造：中央をRCコア・ファサードを木造とする平面混構造　規模：地下 1 階、地上 7 階　延床面積：7,949.76 ㎡
建築面積：1066.52 ㎡　階高：4.00m  最高の高さ：31.00m　天井高 3.40m　耐火性能：耐火建築物

低層部は飲食店、中上層部を物販店舗とした商業ビルの提
案。計画地は建ぺい率80％、容積率600％程度の地方都市の
駅前商業地域に多く見られる条件を想定し、階数は道路斜
線制限により建物高さの上限が決定する7階建てとした。
平面計画はQTCとRC造の柱によるグリッド形状とし、柱に
合わせて PSを効率よく配置することで、将来の居住施設や
教育施設などへの転用にも柔軟に対応する。

中央の共用部はRC造、貸店舗部分をRC造を挟む木造部分に
計画した。RC 造部分は壁付きラーメン構造とし、建物全体
の地震力の大部分を負担するコアとなる。貸店舗部分の床
は剛性や遮音性に配慮して、RCとCLTの複合スラブとした。
木造部分の LVL 柱と格子耐力壁は、壁付ラーメンのような
機構で鉛直力と地震力の処理が可能であり、地震時の建物
の変形を抑える。

柱・梁に用いるLVLはカラマツ、床に用いるCLTはスギを使
用する。いずれも国産材を使用することで、森林の持続的
なサイクルを促し、流通段階のGHG排出量を減らす。
[ 木材使用量 ]
1,562㎥（すべて国産材のカラマツ材、スギ材、ヒノキ材）

外周部に耐力壁を配置することで、自由な間取りの計画や変更
が可能となる。本計画では住居への用途変更を提案。

本提案において、資材製造に係る年間 GHG 排出量は、同規
模の7階建てRC造と比較して、全体として2割減少し、躯体
ではおおよそ5割減少。

木材全体で 1,173t-CO₂の CO₂蓄積量となる。これはスギ約
2,332本分のCO₂蓄積量に相当。

住居

店舗
用途変更

■QTC× PS

[ 構造概要 3Dモデル ]

店舗 店舗 店舗

店舗 店舗 店舗

部屋 部屋 部屋部屋 部屋

店舗 店舗

店舗 店舗店舗( 屋外 )

店舗( 飲食 )

WC
従業員用 EVバック室利用者用階段

利用者用階段

EV

従業員用 EV

屋外テラス

吹抜け

店舗( 飲食 )

店舗( 飲食 )
14560 7280

36400
3640 3640 7280

WC
EVバック室階段

階段

EV

EV

吹抜け

14560 7280
36400

3640 3640 7280

カフェ
ギャラリー

〃 〃 〃 バックヤード
機械室

B1FL

1FL

2FL

3FL

4FL

5FL

6FL

7FL

RFL

〃 〃バックヤード
機械室

店舗
(飲食)

剛性が高いRCコア部分で建物全体の鉛直・水平荷重を負担し、
木造部分は鉛直荷重を負担することで、軽快なQTCと広い空間を実現する。

「QTC× PS」を分散して配置することで、用途と間取りの
可変性を向上させる。格子組は一面を開閉できる機構と
することで設備配管のメンテナンスを可能とする。

剛性高 低

低

床の剛性・遮音性・耐火性能
コンクリート + 鉄筋

7層7プライ
CLT( スギ )

1.5時間耐火の
「COOL WOOD」を使用
荷重支持部材：210mm
柱外形：342mm

柱・梁(カラマツLVL)

表面材と格子の外枠を兼ねる

地震時のみの負担とし
耐火被覆せず
そのまま現しとする

格子耐力壁(ヒノキ製材)

躯体

RC造

木+ RC造

内装

7.7

3.9 4.2 1.8 1.8

3.7 1.8 1.9

外装
電気 + 太陽光発電設備

土木・地業
空調 衛生 搬送

14.3

17.8

その他

[ 構造形式 3Dモデル ]

合成床
QTC

木造部 RC コア部

商業施設 3階平面パース

集合住宅 3階平面パース

断面図　縮尺 1/500

N

[劣化対策等級2を想定]
・雨水侵入を防ぐ
　基準適合部材の使用
・外壁通気層の確保
・防腐・防蟻処理

店舗 バックヤード

⾼い天井による広げる空間⽊造要素による温もりのある仕上げ

⽊仕上げを傷つけず配置可能な設備計画

地震⼒をコア周りの鉄⾻造部分に負担させ、耐⽕集成材柱
には負担させない構造計画とした。店舗部分は⽊現しで温
かみのある⽊質空間と使いやすい10m×44mの無柱空間を
両⽴するため、鉄⾻梁を採⽤し⽊を耐⽕被覆として⽤いた。
床版は、デッキ合成スラブの下⾯にCLTを取付けデッキス
パンを拡⼤する最新技術を採⽤し、⼩梁を減らしすっきり
とした⽊現しの温かみのある空間を実現した。耐震壁には
層ごとの地震⼒に応じて低層部には波型鋼板とCLTのハイ
ブリッド耐震壁、⾼層部にはCLT耐震壁を採⽤した。

⽊織りの詩 -TIMBER HARMONY-

・⽊の温かみで魅⼒溢れる⽊質空間をガラス越しに街にアピールすることで、集客⼒を⾼めた商業施設
・最新の⽊造技術を活⽤し、店舗としてフレキシブルに使いやすい⽊質感あふれる無柱空間を実現
・スタンダードな形状の鉄⾻造建物に、適材適所に「⽊を織り込んだ」⽊と鉄のハイブリッド建物

株式会社⽵中⼯務店

建築計画概要 構造計画概要

防耐⽕計画概要

基本データ
主要構造：⽊造+鉄⾻造
耐⽕性能：耐⽕建築物

規模：地上7階
建築⾯積：651.2㎡

延床⾯積：4558.4㎡
最⾼の⾼さ：31ｍ

階⾼：4.0ｍ
天井⾼さ：3.0ｍ

本計画は、都市部における⽊造商業施設のスタンダード
を追求する取組みである。２⾯開放コアプランを採⽤し、
ガラス越しに⽊質素材の温かみある空間を街に表出する
ことで、⼈々を⾃然と惹きつける親しみやすい施設を実
現している。シンプルで計画しやすい形状の鉄⾻造建物
に適材適所に⽊造部材や⽊質仕上を「織り込んで」いく
ことで、商業の具体的な⽤途やオーナーの要望に応じた
多様な⽊材の使い⽅を提案できるフレキシブルな計画と
した。この規模の建物を⽊造で建てていくことで、⽊に
囲まれた豊かな街並みが実現することを⽬指した。

本建物は７階建であり耐⽕建築物となるため、柱には耐
⽕集成材を、梁には⽊材そのものを耐⽕被覆とした技術
を採⽤した。また、⽊質空間を実現する上で⽕災に対す
る安全性を⾼めるためスプリンクラーと機械排煙を設置
し、建築基準法上の内装制限の緩和措置を採⽤している。

国産材利⽤の考え⽅

資材製造に係るGHG排出量の削減効果 炭素貯蔵量

⽊構造部材として、耐⽕集成材柱の荷重⽀持部に国
産カラマツおよびヒノキを、耐⽕集成材および⽊耐
⽕被覆、CLT耐震壁シリーズには国産スギを採⽤し
ている。また、仕上材としてさまざまな樹種の国産
⽊材を積極的に活⽤する計画である。

国産⽊材使⽤量（構造材）：290㎥

構造材への⽊材の利⽤および低炭素型コンクリート
を採⽤することで、⼀般的な鉄⾻造の建物に⽐べて、
躯体に係るホールライフカーボンを約200t-CO2e削
減している。

構造材に耐⽕集成材や⽊耐⽕被覆技術をはじめとする⽊造
技術を採⽤することにより、170tのCO2を固定化している。
さらにこれらの⽊材を建物供⽤後にアップサイクルするこ
とで、さらに⻑期にわたる炭素の固定化を考えている。

耐⽕集成材
(燃エンウッド®)

本モデルで採⽤した⽊造技術 ※( )内の名称は（株）⽵中⼯務店の開発技術

⽊耐⽕被覆技術
(KiPLUS® TAIKA)

CLT合成デッキ
(KiPLUS® DECK)

CLT鋼板耐震壁
(KiPLUS® WAVY)

基準階断⾯図

⽊材要素ダイアグラム

①耐⽕集成材柱
②⽊耐⽕被覆梁
③CLT合成デッキ
④CLT耐震壁
⑤CLT鋼板耐震壁

CLT耐震壁
(KiPLUS® WALL)①

②
④

④

⑤

③

1階平⾯図 全体断⾯図

基準階平⾯図
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荷重⽀持部

被覆材
⽊耐⽕被覆

梁貫通孔

スラブ
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鉄⾻梁
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森のテラス
前田建設工業株式会社

■駅前の中規模オフィスを木を活かして店舗に生まれ変わらせるレトロフィットプロジェクト。

■店舗に最適な計画にするため、縦動線のコア部分も含めプランを見直し、それらを実現するための

木材ならではの特色を活かした工夫を随所にちりばめた。

■解体→新築よりも、圧倒的に環境負荷の小さい改修計画のため、今後の需要増加が見込まれる。

提案のアピールポイント

＜基本データ＞

主要構造：鉄骨造・一部木造

規模：地上8階

延床面積：5,107.72㎡

階高：1階：4.7m、2～7階：3.9m、 8階：4.5m

耐火性能：耐火建築物

建築面積：684.78㎡

最高の高さ：32.7m

天井高：2.6m

建築計画概要

駅前によくみられるような中層のオフィスビルは、全国的に、約半

数が築30年以上となっている。今後は、用途変更や建て替えが増

えることが予想されることもあり、昨今の諸事情をふまえ、コスト、

工期、環境負荷を抑えることを目指す。用途変更による耐荷重の

増加、コアの変更への対応、増床などを木材の軽さなどの特徴に

よって補い、既存躯体を活かすことで環境負荷およびコストを圧

倒的に低減する計画とする。

防耐火計画概要

本建物は耐火建築物である。1階から7階まで

は既存の鉄骨造に耐火被覆が施されている。

今回増設した耐震要素の木鋼組子®は主要構造

部ではないため木材を現わしで使用すること

が可能である。また最上階は、1時間耐火の告

示仕様を採用することでコストにも配慮した計

画となっている。

出典：一般社団法人日本不動産研究所『全国賃貸オフィスストック調査』 をもとに前田建設にて作成

築30年以上の
ストックが半数以上

プランニングの特徴

3-7F PLAN 1:600

レストラン

テラス

サラダ畑

厨房・
バックヤード

EV

WC

2F PLAN 1:600

WC

環境負荷削減計画

1,2階は、前面の通りや南側を東西に走るJRか

らの視認性を高くし、夜間も含め入りやすい雰囲

気を感じられるように開放感のある吹き抜けで

二つのフロアーの一体感を演出。

上階も、内部のにぎわいを外の人に感じてもら

えるようにオープンな空間とし、木製の耐震要素

である木鋼組子®が木の温かみを与える計画と

なっている。また最上階は、外部空間と一体利用

できるテラスレストランとなっており、緩やかな

曲面で覆われた開放的な空間となっている。

既存建物を解体して新築を鉄骨造で建てる場合と、構造躯体を残して

木材を活用し改修する場合のエンボディドカーボンを比較すると、約

70％もの二酸化炭素排出削減となる。また構造材、内装材の木材利用

によって炭素貯蔵が約２６１t-CO2となりさらに環境負荷低減に寄与す

る。特にNLTについては、接着剤を使わない建材、国産スギの活用とい

う特徴もあり、DLTとともに今後注目が集まることが予想される。さら

に電力についても、太陽光パネルを笠木に組み込み一部の電力を自家

発電で賄うことができる仕様としてお、そのり発電量は約4KW程度と

想定される。設計施工の実物件では、ホールライフカーボンを算出し、見

積とともに顧客に提示している。

Café+book shop

EV
搬搬入入用用

EEVV

リバーサイドテラス

厨房・
バックヤード

33,900

7,750 6,400 6,400 6,400 6,950

WC

EV搬搬入入用用
EEVV

8F PLAN 1:600

テナントエリア

搬搬入入用用
EEVV

1F PLAN/
SITE 1:400

EV

WC

駐車場
ゴミ

厨房・
バックヤード

道路境界線

2
2
,3

0
0

6
,4

0
0

7
,0

0
0

8
,9

0
0

33,900

7,750 6,400 6,400 6,400 6,950

AA

AA

搬搬入入用用
EEVV

Café counter

Café+book 
shop

JR総武線・中央線

前田建設の設計施工物件ホールライフカーボン算出スキーム

2,934

105

57

868

261

解体＋
鉄骨造新築

一部解体＋
木材利用改修

（単位：t-CO2）

CO2排出量

約3,039t-CO2

CO2排出量

約925t-CO2

約70％減

CO2削減量

約2,114t-CO2

CO2貯蔵量

約261t-CO2

■建設時
■解体時
■炭素貯蔵

エンボディードカーボン比較

吹き抜け

【CO2-Scope®】
LCA評価
支援システム

【ZEB-Scope®】
ZEB設計
支援システム

One Click LCA
による算出

OC：オペレーショナルカーボン

WEBPRO
による算出

基本設計時：
CO2削減提案

実施設計時：
削減を盛り込んだ

WLCの見える化
お客様に提示

OC：オペレーショナルカーボン

EC：エンボディドカーボン EC：エンボディドカーボン

作成日： 2025/9/18
会社名： 前田建設工業

担当： 前田太郎

主要用途： 流通施設 算定ツール：
構造： S造 原単位DB： ecoinvent
階数： 4 階 入力数量根拠： 躯体 見積数量

延床面積： 104,520 m2 内外装 見積数量
算定時期： 2025年9月 設備 統計数量

算定： 委託算定 共通（施工）統計数量
委託先企業：

【任意入力欄】

52,199,950 kgCO2e

1,169,719 kgCO2e

3,454,144 kgCO2e

kgCO2e

kgCO2e/m２

設計一次エネルギー消費量 13,082 GJ/年
一年あたりの建物の消費電力想定 637 kgCO2/年 ※全電源平均係数「8.64 MJ/kWh」にて、電力として想定

※2024 年度の東京電力の CO2 排出係数0.421 kg-CO2/kWhを

【コメント欄（自由記述欄）】
採用可否チェック

①　合法木材
【任意入力欄】 ②　低炭素コンクリート
実施設計時 ③　リサイクル鋼材

原案 56,771,802 ｋｇCO2e

削減案 56,771,802 kgCO2e

削減率 0 %

目標値 0 %

竣工時
実績値 56,081,478 kgCO2e

削減率 1.2 %

資材製造段階(A1-A3)

現場への輸送(A4)

前田建設新築工事 排出量算定結果 段階③　　　【アップフロントカーボンの内訳】

【建物概要・算定条件】
One Click LCA
One Click LCA

段階①　　　　【建設時CO2排出量】

算定の有無 算定 有

・躯体のコンクリートと鉄筋、本体鉄骨、付帯鉄骨、内外装の仕上げ材につい
て見積数量を用いてCO2算定を行った。
・設備は㎡原単位にて試算

施工(A5)

段階②　　　【削減提案】
①低炭素建材利用による削減 ②建設工事現場での削減

合計 56,771,802【削減内容（自由記述）】 【削減内容（自由記述）】

【運用時のCO2】

試算では、外部舗装は対象として
いないが、舗装のアスファルトには
低炭素合材のエコール（前田道路）
を使用し、アスファルトのCO2を
最大で20％削減する。

・現場事務所含め、工事現場で使
用する電気を100% 再エネまた
は非化石証書で調達する
（東京都の規定の施工段階（A5）
の20％削減相当）

延床面積あたり 543

【持続可能な低炭素資材等の利用】

【低炭素資材】 一部、電炉材を使用予定。

画像添付

0

20,000
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削減案 原案

排出量 削減量

1,2階吹き抜け

階数

外観

名称

規模

構造

防耐火性能

主な使用木材

木材使用量

4

各案の概要

中規模の店舗等の計画にあたり、右記 2 つのタイプを想定した。都市型は容積率が高く、密集した街中に建
つ商業ビル、郊外型は郊外のロードサイドに建つ店舗を想定した。都市型においては、現時点においては、
技術面や経済合理性等の観点から純木造に限定せず、木造部分に柱・梁・耐震要素等、主要な構造要素を含
むことを条件とした混構造・ハイブリッド構造も可能とした。郊外型は木造での計画を想定している。
店舗は法 27 条による特殊建築物である。3 階以上を店舗の用途に供する場合は耐火建築物等とする必要が
あるため、郊外型は準耐火構造で可能な規模・階数・立地とし、木構造をあらわしとすることも可能な計画
とした。
令和 4 年公布の改正建築基準法での防火規定の合理化により、耐火性能が要求される建物においても一部木
をあらわしで用いることが可能となったため、耐火建築物においても木をアピールする建物とすることが期
待される。
下表は各案の概要を一覧表にしたものである。地上 2 階建てから高い耐火性能を要求される地上 9 階まで、
様々なタイプの店舗等建築が計画された。

QTC（4 本組み立て柱）で
構成した 7 階建ての商業施設 森のテラス

木織りの詩
-TIMBER HARMONY-

地上 7 階 地上 8 階地上 7 階 地下 1 階

4,558.4 ㎡ 5,107.72 ㎡7,949.76 ㎡

鉄骨造・木造
耐震壁付きラーメン構造

鉄骨造・一部木造
（木造ラーメン構法）

木・RC 混構造
（軸組構法）

1.5 時間耐火 (1~3 階 )
1 時間耐火（4~7 階）

1.5 時間耐火 (1~4 階 )
1 時間耐火（5~8 階）

1.5 時間耐火 (1~ 地上 3 階 )
1 時間耐火（地上 4 ～ 7 階）

集成材（スギ・カラマツ・ヒノキ）
CLT（スギ）

集成材（スギ、カラマツ）
NLT

集成材（カラマツ）
CLT（スギ）

330.86 ㎥（構造部：202.15 ㎥、
内装材：128.71 ㎥）1,562 ㎥（全体）290 ㎥（構造材）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
外装と環境性能 
ガラスファサード越しに見える構造フレームは、仕口部の

プレキャストコンクリートを現しで見せ、ハイブリッド木

造らしい多様性を活かしたデザインとしている。（図５） 

また、南面に CLTの水平ルーバーやガラスファサードの外

側に設けた鋼製のメッシュスキンの約半分をテナントサイ

ンや緑化に利用する事で、環境負荷低減に加えて商業らし

い外観を創出した。 

 

国産材利用の考え方 
構造材・仕上げ材とも全て国産材で計画している。柱はカ

ラマツ集成材（E105-F345）、柱の表面材にはスギ羽目板（t20、

地域産材利用）、ルーバーはヒノキＣＬＴ（Mx60）を想定し

ている。木材使用量は、470ｍ3（全て国産材）である。 

資材製造、施工に係る CO2 排出量の削減効果 
木材は全て国産材を用いることでウッドマイルが出来るだ

け小さくなるように配慮している。木柱とプレキャストコ

ンクリート仕口は予め工場で一体化することで、輸送効率

を高め、施工時の CO2排出削減に寄与している。 

炭素貯蔵量 
構造材・仕上げ材の炭素貯蔵量は、合計 357t-CO2 である。 

基本データ 
主要構造：木造、鉄骨造 建築面積：735m2（一部庇含む）  延床面積：6,550m2    基準階面積：724m2 
規模：地上９階          最高高さ：40.8m              階高：4.0m          天井高：3.0m 
用途：1・2階 物販、3階以上 サービス、オフィス                   耐火性能：耐火構造 

柱を木造、梁を鉄骨造としたハイブリッド木造の商業施設 
提案のアピールポイント 

・柱を木造、梁を鉄骨造とすることで、経済的に木造を実現 

・コア周りに耐震要素を設け、高層化による木柱のへの負担を最小化 

・CLTのルーバーを外部に設置し日射制御を行うことで、環境負荷を低減 

株式会社大林組 

図６ 仕口部構造詳細図 

図１ 外観パース 

図２ 基準階平面図 

図５ 断面イメージ図 

構造 用途 
Inclusive 

 Timber Bldg. 
 

外装 

図３ O・Mega Wood® 耐火(柱)  図４ メッシュスキン 

建築計画 
地方中核都市の駅前に建つ、ＣＬＴの水平ルーバーが特徴

的な外観の商業施設である。多様な商業用途、構造、外装

を組み合わせながら、それらをポジティブに受け入れるイ

ンクルーシブ（Inclusive）な建物とし、駅前や地方の林業

の活性化に寄与することを意図した。 

防耐火計画 
本建物は駅前に建つ商業施設であり、９階建てであること

から、90分耐火構造が必要である。木柱にはメンブレン方

式の O・Mega Wood® 耐火(柱)（図３）を採用し、鉄骨梁は

一般的な吹付けロックウールを採用し天井仕上で隠蔽して

おり、経済的に木造を実現している。

構造計画 
柱は木造、梁は鉄骨造とし、両者を接合する仕口はプレキ

ャストコンクリートを採用し、剛接合を実現した。（図６） 

本建物のように比較的階数が高い建物の場合、木柱だけで

は耐震要素が不足することから、コア周りに鉄骨造の鉛直

ブレースを設けることで耐震要素としている。 

床スラブは、厨房位置の自由度、遮音性、建設コストに配

慮し、ＣＬＴではなく一般的なＲＣ造を採用した。 

日射抑制用のルーバーは長さ 6.5ｍ、幅 1.2ｍと、ＣＬＴの

特徴を活かし大判のパネルを使用している。自重によるた

わみを抑制するため、中央部を鋼製ロッドで吊る形式とし

た。ロッドは鋼製のメッシュスキンの一部としてデザイン

している。（図４）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

はじめに 

本提案は 2018年に開催された「CLTアイディアコンテスト 2018」の設計

部門において、「5階建て以下の事務所建築」というテーマに基づき設計実務

者や建築系学生から寄せられた多くの提案の中から、国土交通大臣賞を受賞

したものを基に、2025年現在の技術･市況などを踏まえて一部加筆を行っ

た提案となります。 

実際には建てられていませんが、タイトルにあるように「CLTに固執しない

/CLTを諦めない」というコンセプトに基づき、建築基準法の枠組みの中で特

別な方法に頼らず普通に成立する準耐火建築物として、CLTを積極的に活用

することを考えています。   

主な使用木材 

CLT（Cross Laminated Timber JAS3079 直交集成板）  

杉 CLT JAS S60-5-7   使用部位  柱･梁・壁・垂れ壁   厚み 210㎜  514.3273㎥ 

杉 CLT JAS S60-3-3   使用部位  2階、3階床及び屋根面  厚み 90㎜  133.1883㎥ 

使用材積合計 647.5156㎥   

防耐火計画 

この建物では、構造体である CLTを極力現しで使うことを目指しました。CLTを単なる構造材と考えるのではなく、木

材という質感を伴った材料としての魅力を最大化したいと考えたためです。 

建物の用途や規模など様々な要件によって、構造体に耐火性能を求められるケースがあります。その場合、多くは不燃性

の建材などで構造体を被覆することで耐火性能を担保することになりますが、CLTの場合、建材で被覆すると木材の質

感は表には現れません。一般のエンドユーザーの木造のイメージとかけ離れてしまうことで、そもそも企画段階から木造＝

CLTで作ることの意義を見いだせなくなることもあるでしょう。 

本提案では CLTの魅力を最大化するために、建築物の防耐火性能を「準耐火建築物」に照準を定め、「燃えしろ設計」を

行いました。「木造 3階、1500m2以下の準耐火建築物」のプロトタイプを提案すること目指して、構造体である壁・壁柱・

梁について、5層 7プライ 210mmの CLTを採用し､燃えしろを片面 45mmとしています。 

また、立地条件が準防火地域であるため、準耐火建築物とするためには 500m2での防火区画が必要になります。そこで

平面計画上はワンフロアを 500㎡として各階の層間での防火区画することにしています。さらに、防火区画に接する外

壁は、火炎の回り込みを防ぐために幅 90cm以上の部分を準耐火構造としなくてはならなくなるのですが、これを避け

るため、庇を鉄筋コンクリートとすることで、防火区画と延焼防止の庇を構成して防火上有効に遮る計画としました。 

構造計画 

一般的な中廊下型の平面・断面計画とし、大版で製造できる

CLTパネルの優位性を活かして、シンプルな CLTパネル構

造として計画しています。 

防耐火ならびに遮音などの理由により床版を CLT仮設パネ

ル＋コンクリートとしており、床勝ちで空間を構成します。水

平構面は剛床を仮定し、圧縮側は CLTに期待し、引張側が支

配する床スラブではコンクリートを用いた合成スラブに期待

して、各材料の得意な性能を最大限に活用することを実現し

ています。 

（※提案時、構造的に精緻な検証は行っていません。実施計画

する場合は、改めて構造計算を行う必要があります。） 

計画概要 

想定建設地   ：政令指定都市 中心市街地 鉄道路線駅前 

地域地区  ：商業地域、建ぺい率 80%、容積率 400% 

防火地域等 ：準防火地域 

前面道路  ：15m、7m、6m（3面接道） 

延床面積  ：1479.87㎡（各階 493.29㎡） 

構造     ：構造：木造、一部鉄筋コンクリート造   

階数・軒高 ：地上 3階建、 11.4m 

防耐火   ：準耐火建築物（建築基準法 2条九号の三イ） 

「CLTに固執しない/CLTを諦めない」  

  ～最適条件×最適部位で実現する CLTによる「準耐火構造」の ひとつの答え～ 

CLTの使い方の工夫 

建設地として想定したのは都市部の中心市街地の駅前の線

路沿いで、鉄道利用者からもよく見える場所です。提案では

多くの人の目に触れる場所に CLTが使われていることが一

目でわかる形で建物を計画することを意識しました。計画地

の近隣にはかつての観光名所がありますが、近年のインバウ

ンド景気によって魅力の再発見がなされ、新たな活気に溢れ

ています。そのようなこれまでのイメージを更新する新しい

気風が感じられる場所に、若い起業家などが集う SOHOや

コワーキングスペースを計画することで「場所」と「人」の相乗

効果が生まれることを期待しました。「CLTによる新しい木

造空間」から「ビジネスにおける新しい発想」が生まれるとい

うポジティブなイメージを、駅のホームから見える建物から発

信できるのではないかと考えました。     
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■建築計画概要

■防耐火計画概要

■構造計画概要
・1階：店舗、風除室、WC　他
・基準階：店舗、WC　他

・中層純木造で、二方向ラーメン架構が可能。
・設計ルート3での構造設計により、多種多様な木造ビルへの採用が可能。
・二方向ラーメン架構採用により、耐力壁のない自由度のある内部空間を実現

二方向ラーメン架構を用いた汎用性のある中層純木造ビルの提案

・構造種別
・架構形式
・基礎形式

・国土交通省告示第1399号
　柱一部日本木造耐火建築協会仕様
・柱、床（RC）、梁、外壁、間仕切壁
　：1h耐火、1.5h耐火
　屋根（RC）：0.5h耐火

■基本データ
主要構造
耐火性能

：木造
：耐火構造

提案のアピールポイント

：木造（スラブはRC造）
：半剛接仕様の二方向ラーメン架構
：杭基礎（場所打ち鋼管コンクリート杭）

外観パース

規模
建築面積

：地上9階建
：269.25m2

延床面積
最高高さ

：2,230.12m2
：41.35m

階高
天井高

：3.95m
：2.6m

・柱、梁：国産集成材　木材使用量：744.89m3　
■国産材利用の考え方
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本建物は、狭小かつ塔状比が高い都心部
に見られる一般的な店舗ビルである。
短辺方向は店舗としての機能を損なわな
いように1スパン、約8mのラーメン架
構としている。

長辺方向も角地の利点を生かし開放感が
得られるようにラーメン架構とするが、
短辺方向の剛性および耐力を確保するた
めに5m前後のスパンに抑えている。

中高層木造建築物の二方向ラーメン架構
となるため、従来からの一般的な構法で
の設計は難しいと考え、新たに開発した
P&UA構法を採用している。

この構法は共同技術開発グループにおい
て2024年10月に日本建築センターの構
造評定を取得しているが、今後は広く技
術を公開し一般的な構法として普及させ
ていく方針である。

■P＆UA構法

・518t-CO2
■構造材に係る炭素貯蔵量（CO2換算）

「P&UA構法」とは、新たに開発した接合法「GIUA」を用いて、中高層木造建築物におけるラーメン架構（耐力壁と
の併用も可）を実現した構法。「GIUA」は、中大規模木造で一般的なGIR接合において、鋼棒をあえて接着させな
いアンボンド部を設けることにより、従来のGIRで生じていた脆性的な木材割裂を抑制し、木材を損傷させずに鋼棒
が伸び縮みすることでエネルギーを吸収する機構となっている。柱梁接合部にGIUAを採用することで接合部の高剛
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■資材製造に係るGHG排出量の削減効果（CO2換算）

階数

耐火性能

構造

規模

立地

3~10階程度まで

耐火建築物等

特に指定なし

純木造、混構造、ハイブリッド 木造

特に指定なし

都市型

法 22条区域
（防火・準防火地域外）

郊外型

3 階建てまで

準耐火建築物

3,000 ㎡未満

5

二方向ラーメン架構を用い
た汎用性のある中規模木造
ビルの提案

柱を木造、梁を鉄骨造とした
ハイブリッド木造の商業施設

地上 9 階 地上 9 階

2,230.12 ㎡ 6,550 ㎡

木造
（二方向ラーメン構法）

木造・鉄骨混構造
( ラーメン構法）

1.5 時間耐火（地上 1~5 階）
1 時間耐火（地上 6~9 階）

1.5 時間耐火（地上 1~5 階）
1 時間耐火（地上 6~9 階）

集成材 集成材（カラマツ）
CLT（ヒノキ）

744.89 ㎥ 470 ㎥（全体）

「CLT に固執しない／ CLT を諦
めない」～最適条件 x 最適部位
で実現する CLT による「準耐火
構造」のひとつの答え～

地上 3 階

1,479.87 ㎡

木造・一部 RC 造
(CLT パネル構法）

45 分準耐火

CLT（スギ）

647 ㎥（全体）

ラ
ー
メ
ン
構
造

ラ
ー
メ
ン
構
造

構
造
計
画

防
耐
火
計
画

内
装
木
質
化

主
な
使
用
木
材

そ
の
他
計
画
の
ア
イ
デ
ア

耐
震
壁
付

木
造

柱
木
造

＋
梁
鉄
骨
造

パ
ネ
ル
工
法

耐
火
構
造

被
覆
型

耐
火
構
造

燃
え
止
ま
り
型

耐
火
構
造

鋼
材
内
蔵
型

水
平
力
負
担
要
素

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

+

機
械
排
煙
設
備

現
し

集
成
材

施
工
計
画

設
備
計
画

遮
音
計
画

C
L
T

C
L
T

L
V
L

N
L
T

準
耐
火
構
造

燃
え
し
ろ
設
計



⽊仕上げを傷つけず配置可能な設備計画

店舗

天井⾼の確保による広がりのある空間

調光・調⾊照明

平⾯計画

⽊織りの詩 -TIMBER HARMONY-

・⽊の温かみで魅⼒溢れる⽊質空間をガラス越しに街にアピールすることで、集客⼒を⾼めた商業施設
・最新の⽊造技術を活⽤し、店舗としてフレキシブルに使いやすい⽊質感あふれる無柱空間を実現
・スタンダードな形状の鉄⾻造建物に、適材適所に「⽊を織り込んだ」⽊と鉄のハイブリッド建物

建築計画
本計画は、都市部における⽊造商業施設のスタンダードを追求する取組みである。２⾯開放コアプランを採⽤し、ガ
ラス越しに⽊質素材の温かみある空間を街に表出することで、⼈々を⾃然と惹きつける親しみやすい施設を実現して
いる。シンプルで計画しやすい形状の鉄⾻造建物に適材適所に⽊造部材や⽊質仕上を「織り込んで」いくことで、商
業の具体的な⽤途やオーナーの要望に応じた多様な⽊材の使い⽅を提案できるフレキシブルな計画とした。この規模
の建物を⽊造で建てていくことで、⽊に囲まれた豊かな街並みが実現することを⽬指した。
本建物に使⽤している⽊造技術は、当社独⾃の技術に限らず各社それぞれの技術を採⽤することで実現可能である。

商業施設において重要な商品展⽰スペースを間⼝の広い沿
道2⽅向に計画し、道路から離れた奥側に⽚側コアおよび
付属機能を配置することで、集客⼒を最⼤化する平⾯計画
を構成した。エレベーターと階段を建物の両端に設置し、
構造の合理性および2⽅向避難の効率性を確保した。上階
⼀部飲⾷・サービス類の出店を想定し、排⽔に対応可能な
スラブ下がり範囲を設けた。

1階平⾯図 全体断⾯図

基準階平⾯図
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基本データ
主要構造：⽊造+鉄⾻造
耐⽕性能：耐⽕建築物

規模：地上7階
建築⾯積：651.2㎡

延床⾯積：4558.4㎡
最⾼の⾼さ：31ｍ

階⾼：4.0ｍ
天井⾼さ：3.0ｍ

防耐⽕計画概要
本建物は７階建であり耐⽕建築物となるため、柱には耐
⽕集成材を、梁には⽊材そのものを耐⽕被覆とした技術
を採⽤した。また、⽊質空間を実現する上で⽕災に対す
る安全性を⾼めるためスプリンクラーと機械排煙を設置
し、建築基準法上の内装制限の緩和措置を採⽤している。

国産材利⽤の考え⽅

資材製造に係るGHG排出量の削減効果 炭素貯蔵量

⽊構造部材として、耐⽕集成材柱の荷重⽀持部に国産カラマツおよびヒノキを、耐⽕集成材柱および⽊耐⽕被覆技術、
CLT耐震壁には国産スギを採⽤している。これらの⽊材は全てクリーンウッド法に基づく登録⽊材関連事業者から調
達しており、違法伐採材を採⽤しないことと合法性の確保を徹底している。さらに、持続可能な森林経営を証明する
FSC認証やSGEC認証等の森林認証制度、加⼯・流通過程の管理を保証するCoC認証を取得した製品を使⽤することで、
環境配慮と社会的責任を果たし地球環境の保全に貢献している。また、仕上材としてさまざまな樹種の国産⽊材を積
極的に活⽤し、地域材の利⽤促進と森林資源の循環利⽤を通じて、持続可能な社会の実現に寄与する計画である。
⽊材使⽤量（構造材）：290㎥

構造材への⽊材の利⽤および低炭素型コンクリートを採
⽤することで、⼀般的な鉄⾻造の建物に⽐べて、躯体に
係るホールライフカーボンを約200t-CO2e削減している。

建物に⽊材を使⽤することで、⽊が成⻑する過程で⼤気中
から吸収したCO2を炭素として⻑期間固定・保存すること
ができる。本建物では構造材に耐⽕集成材や⽊耐⽕被覆技
術をはじめとする⽊造技術を採⽤することにより、約170t
のCO2を固定化している。カーボンニュートラルの実現に
向けてこれらの⽊材を建物供⽤後にアップサイクルするこ
とで、さらに⻑期にわたる炭素の固定化を考えている。

基準階断⾯図

バックヤード

⽊造要素による温もりのある仕上げ
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⽊仕上げを傷つけず配置可能な設備計画
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調光・調⾊照明

平⾯計画
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本建物に使⽤している⽊造技術は、当社独⾃の技術に限らず各社それぞれの技術を採⽤することで実現可能である。

商業施設において重要な商品展⽰スペースを間⼝の広い沿
道2⽅向に計画し、道路から離れた奥側に⽚側コアおよび
付属機能を配置することで、集客⼒を最⼤化する平⾯計画
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構造計画
地震⼒をコア周りの鉄⾻造部分に負担させ、耐⽕集成材柱には負担させない構造計画とした。店舗部分は鉄⾻梁に⽊
を耐⽕被覆として⽤いた。床版は、CLT合成デッキを採⽤し、耐震壁には層ごとの地震⼒に⼤きさに応じて低層部に
はCLT波形鋼板耐震壁、⾼層部にはCLT耐震壁を採⽤した。

構造種別： S造・⽊造（柱・耐震壁）
架構形式： 耐震壁付きラーメン構造（X・Y）
耐震要素： コア周りに集中配置（軸組図参照）
基準スパン： X:6000 Y:9550, 4200
代表断⾯： 図⽰の通り（S柱柱脚は露出柱脚）
層間変形⾓： X:1/660〜1/280（1次設計時）

Y:1/510〜1/200（1次設計時）
偏⼼率： X:0.30〜0.40 Y:0.03以下

⽊織りの詩 -TIMBER HARMONY-

耐⽕
集成材柱
■-810x810

構造パース
CLT波形鋼板耐震壁

CLT耐震壁

CLT合成デッキ

施⼯計画

養⽣計画

原状回復への配慮

⽊造建物の施⼯計画では、安全性の向上と⼯程短縮が重要なポイントとなる。
⼯程短縮については、耐⽕集成材やCLT耐震壁に取り付く接合⾦物を⼯場で事前に取り付けることで、現場作業の効率
化を図った。
安全性対策としては⽊質部材に⽕花が⾶ぶのを避けるために、鉄⾻部分の組⽴てを先⾏して実施することで溶接作業に
よる⽕災リスクを低減させた。また、事前に施⼯時解析にて建⽅中の耐⽕集成材柱と鉄⾻柱との軸縮み量の差を把握し、
さらに⻑期的な荷重によるクリープ変形も考慮して⾼さを調整できる機構を設けた。

耐⽕集成材やCLT耐震壁など、最終的に仕上材として⽊あらわしになる部材については、施⼯中の傷・汚損・⽇焼けの3
点に関して特に注意して養⽣計画を⾏った。
養⽣⽅法としては、⽊材保護塗料を塗布したうえに建⽅完了後は傷防⽌のために⽊あらわし⾯をプラスチック製のベニ
ヤ板で直接⽊に接着させないようにして囲った。さらに周囲で溶接作業が発⽣する⽊質部材については、⽕花の侵⼊を
防ぐために防⽕シートにより保護した。
⽊材をあらわしで屋内で使⽤するため、⽊材の⽊⼝には吸⽔防⽌剤を塗装し、表⾯には施⼯時の防汚のために保護塗料
を塗布した。屋外テラスに使⽤する外装材については、腐朽・割れ・⾊褪せの対策のため、熱処理⽊材に⽊材保護塗料
を施したものを採⽤した。

CLT合成デッキのスリット部にインサートレールを設置することで、⽊
仕上げを傷つけることなく設備機器・配管類を吊ることが可能となり、
テナントレイアウトの⾃由度と将来の更新性を確保しつつ、⽊質内装を
⽣かした空間づくりを可能とした。（スリット部から吊り⽀持を取るこ
とも可能。）⽊質梁には梁スリーブが設置可能なことか設備設備計画と
の親和性も向上している。

⽊材要素ダイアグラム

⽊耐⽕被覆技術

耐⽕集成材柱

CLT合成デッキ

CLT波形鋼板耐震壁

CLT波形鋼板耐震壁

CLT耐震壁

耐⽕集成材
本モデルで採⽤した⽊造技術

⽊耐⽕被覆技術 CLT合成デッキ CLT波形鋼板耐震壁 CLT耐震壁

荷重⽀持部

被覆材
⽊耐⽕被覆

梁貫通孔

スラブ

CLT CLT

波形鋼板

CLT耐震壁

鉄⾻梁
スラブ デッキプレート 鉄⾻架構

耐⽕性能を有する集
成材柱梁で、荷重⽀
持部と被覆材から構
成される。

鉄⾻梁・CFT柱に⽊の
耐⽕被覆を設け、耐⽕
性能を付与する。

デッキ合成スラブ下⾯
にCLT を設け、仮設
時のデッキプレート補
強を⾏う。

波形鋼板の座屈変形を
CLT と⼭形鋼により抑
え、⾼い耐震性能を発
揮。

S造・RC造の架構に
CLT耐震壁を付加する
ことで、地震時のせん
断⼒を負担。

基準階伏図

軸組図
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構造計画
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ヤ板で直接⽊に接着させないようにして囲った。さらに周囲で溶接作業が発⽣する⽊質部材については、⽕花の侵⼊を
防ぐために防⽕シートにより保護した。
⽊材をあらわしで屋内で使⽤するため、⽊材の⽊⼝には吸⽔防⽌剤を塗装し、表⾯には施⼯時の防汚のために保護塗料
を塗布した。屋外テラスに使⽤する外装材については、腐朽・割れ・⾊褪せの対策のため、熱処理⽊材に⽊材保護塗料
を施したものを採⽤した。
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とも可能。）⽊質梁には梁スリーブが設置可能なことか設備設備計画と
の親和性も向上している。
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QTC(4 本組み立て柱 ) で構成した７階建ての商業施設
提案のアピールポイント

軽快なデザインの実現に加えて、構造・設備計画の合理化を図るために QTC* を考案した。
*QTC=Quad Timber Column(4 本組み立て柱 )

用途変更に対して柔軟に対応するために、木造部の耐力壁を無くし、中央部の RC 造は壁付きラーメン構造
として地震力の大部分を負担させる。

・

・

[ 構造概要 3D モデル ]

剛性高

低

低

木造部
▶店舗 ( 住居 ) 

RC コア部
▶エスカレーター、EV、階段、トイレ

■建築計画概要■建築計画概要 ■構造計画概要
低層部を飲食店、中層・上層部を物販店舗とした商業ビルの
提案である。計画地は、建ぺい率 80％、容積率 600％程度の
地方都市駅前の商業地域に多く見られる条件を想定する。
人々の賑わいのある駅前空間に、やわらかな木造建築 が
佇 む 外 観 と す る た め に 、 軽 快 な デザインの木造部を
道路に面して配置する。

4m( 階高 )×7 層 +3m( 基礎･塔屋 )
=31m で計画

1Fｰ2F：飲食店舗

3F-7F：物販店舗

中央の共用部は RC 造、外部に面した外側の貸店舗部分は
木造で計画した。RC 造部は壁付きラーメン構造とし、
建物全体の地震力の大部分を負担するコアとなる。
貸店舗部分の床は剛性や遮音性に配慮して、RC と CLT の
複合スラブとする。木造部分の LVL 柱と格子耐力壁は、
壁付ラーメン構造のような機構で鉛直力と地震力の処理が
可能であり、地震時の建物の変形を抑える。

剛性が高い RC コア部で建物全体の鉛直・水平荷重を負担
する。木造部は鉛直荷重のみを負担することで、耐力壁が
不要となり、開放的な空間を実現する。

排水管 150

給水管 50φ

点検扉

耐火被覆

[QTC（4 本組み立て柱）× PS（設備配管スペース）]
QTC は 4 本柱に軸力を分散して負担させるため、木造部は
小断面部材で構成することが可能となる。木造部は QTC
のみの配置として、用途と間取りの可変性を向上させる。
QTC は PS を兼ねており、格子組の一面を開閉できる
機構として、設備配管のメンテナンスを可能としている。

[ 用途変更を柔軟に対応できる平面計画 ]
道路に面した外側の木造部の平面計画は、PS を兼ねた
QTC で構成することで、将来的な居住施設や教育施設等への
転用にも柔軟に対応できる計画としている。
地震力の大部分を負担させるために中央部は RC 造の
壁付きラーメン構造とした。これにより、木造部分には
耐力壁を設けず、用途変更がしやすい計画としている。

露出天井にすることで空間の広がりを演出するとともに、
配管スペースには木格子を施し、木造部との一体感をつくる。
内装制限による木材の準不燃化を避けるため、スプリンクラーを
設置し、内装に木材をそのまま使用可能とする。

貸店舗から住居への用途変更案を提案する。
QTC（4 本組み立て柱）と格子耐力壁、2 本の木梁が室内に
現れ、木の温もりを感じることができる。

■防耐火計画概要
防火地域に建つ、地上 7 階建の商業施設であることから
1 時 間 と 1.5 時間の耐火要 求時 間に対して仕 様規定
( ルート A) の計画としている。防火区画について、面積区画は
各階ごとに区画し、竪穴となる QTC の設備配管スペースに
ついても区画する。

31m 以下のため
構造ルート 2 での
検討が可能になる。

住居（木造部）店舗（木造部）

用途変更

WC
従業員用階段バック室利用者用階段

木造

RC造

木造

利用者用階段

EV

従業員用 EV

屋外テラス

吹抜け

14560 7280
36400

3640 3640 7280

WC
階段バック室階段

階段

EV

吹抜け

14560 7280
36400

3640 3640 7280

用途：商業施設 3階平面パース 用途：集合住宅 3階平面パース

N

さらに、RC 造部にはエスカレーター、EV、階段、トイレ等の
コア機能を集約し、木造部を店舗（将来は住居等）とする
ことで、エリアごとのメンテナンス周期の違いにも柔軟に
対応可能とした。必要な箇所のみ更新・解体が可能となり、
ランニングコストの低減にも寄与している。

排水管
給水管
電気配線
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QTC(4 本組み立て柱 ) で構成した７階建ての商業施設
提案のアピールポイント

軽快なデザインの実現に加えて、構造・設備計画の合理化を図るために QTC* を考案した。
*QTC=Quad Timber Column(4 本組み立て柱 )

用途変更に対して柔軟に対応するために、木造部の耐力壁を無くし、中央部の RC 造は壁付きラーメン構造
として地震力の大部分を負担させる。

・

・

[ 構造概要 3D モデル ]
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木造部
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■建築計画概要■建築計画概要 ■構造計画概要
低層部を飲食店、中層・上層部を物販店舗とした商業ビルの
提案である。計画地は、建ぺい率 80％、容積率 600％程度の
地方都市駅前の商業地域に多く見られる条件を想定する。
人々の賑わいのある駅前空間に、やわらかな木造建築 が
佇 む 外 観 と す る た め に 、 軽 快 な デザインの木造部を
道路に面して配置する。

4m( 階高 )×7 層 +3m( 基礎･塔屋 )
=31m で計画

1Fｰ2F：飲食店舗

3F-7F：物販店舗

中央の共用部は RC 造、外部に面した外側の貸店舗部分は
木造で計画した。RC 造部は壁付きラーメン構造とし、
建物全体の地震力の大部分を負担するコアとなる。
貸店舗部分の床は剛性や遮音性に配慮して、RC と CLT の
複合スラブとする。木造部分の LVL 柱と格子耐力壁は、
壁付ラーメン構造のような機構で鉛直力と地震力の処理が
可能であり、地震時の建物の変形を抑える。

剛性が高い RC コア部で建物全体の鉛直・水平荷重を負担
する。木造部は鉛直荷重のみを負担することで、耐力壁が
不要となり、開放的な空間を実現する。

排水管 150

給水管 50φ

点検扉
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[QTC（4 本組み立て柱）× PS（設備配管スペース）]
QTC は 4 本柱に軸力を分散して負担させるため、木造部は
小断面部材で構成することが可能となる。木造部は QTC
のみの配置として、用途と間取りの可変性を向上させる。
QTC は PS を兼ねており、格子組の一面を開閉できる
機構として、設備配管のメンテナンスを可能としている。

[ 用途変更を柔軟に対応できる平面計画 ]
道路に面した外側の木造部の平面計画は、PS を兼ねた
QTC で構成することで、将来的な居住施設や教育施設等への
転用にも柔軟に対応できる計画としている。
地震力の大部分を負担させるために中央部は RC 造の
壁付きラーメン構造とした。これにより、木造部分には
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露出天井にすることで空間の広がりを演出するとともに、
配管スペースには木格子を施し、木造部との一体感をつくる。
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貸店舗から住居への用途変更案を提案する。
QTC（4 本組み立て柱）と格子耐力壁、2 本の木梁が室内に
現れ、木の温もりを感じることができる。

■防耐火計画概要
防火地域に建つ、地上 7 階建の商業施設であることから
1 時 間 と 1.5 時間の耐火要 求時 間に対して仕 様規定
( ルート A) の計画としている。防火区画について、面積区画は
各階ごとに区画し、竪穴となる QTC の設備配管スペースに
ついても区画する。

31m 以下のため
構造ルート 2 での
検討が可能になる。

住居（木造部）店舗（木造部）

用途変更

WC
従業員用階段バック室利用者用階段

木造

RC造

木造

利用者用階段

EV

従業員用 EV

屋外テラス

吹抜け

14560 7280
36400

3640 3640 7280

WC
階段バック室階段

階段

EV

吹抜け

14560 7280
36400

3640 3640 7280

用途：商業施設 3階平面パース 用途：集合住宅 3階平面パース

N

さらに、RC 造部にはエスカレーター、EV、階段、トイレ等の
コア機能を集約し、木造部を店舗（将来は住居等）とする
ことで、エリアごとのメンテナンス周期の違いにも柔軟に
対応可能とした。必要な箇所のみ更新・解体が可能となり、
ランニングコストの低減にも寄与している。

排水管
給水管
電気配線
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[ 断面計画等 ]
各所に吹き抜けやテラスを設けることで、
建物内部へ自然光や通風を導き、視線が
抜ける開放的な空間の形成を目指す。
防耐火計画については、防火地域に建つ
地上 7 階建ての商業施設であることから、
仕様規定（ルート A）により、最上階から
4 層を 1 時間耐火、5 層目以下を 1.5 時間
耐火としている。
屋上には太陽光パネルの設置を想定しており、
建物全体の一次エネルギー消費量の削減を
図ることで、Nearly ZEB 相当の環境性能を
見込んでいる。

内外の視線の連続性および採光を最大限に確保するために
吹き抜けに面した開口部をガラスとする。

最上階から 4 層以下
1.0 時間耐火構造

太陽光パネルの設置

最上階から 5 層以上
1.5 時間耐火構造

建物内に人を誘導するためにエントランスは 2 層分の大きな
開口部を設けている。

基本データ
主要構造：中央をRCコア・ファサードを木造とする平面混構造　規模：地下 1 階、地上 7 階　延床面積：7,949.76 ㎡
建築面積：1066.52 ㎡　階高：4.00m  最高の高さ：31.00m　天井高 3.40m　耐火性能：耐火建築物

南側エントランス　6-7 階 テラス　 

3-4 階 テラス　 

6-7 階 吹抜部

3-4 階 吹抜部

南側エントランス 

床の剛性・遮音性・耐火性能
コンクリート + 鉄筋

7層7プライ
CLT( スギ )

1.5時間耐火の
「COOL WOOD」を使用
荷重支持部材：210mm
柱外形：342mm

工場加工した
CLT 床を現場で組立て、
構造ビスで一体化した上で、
配筋により合成床とする。

LVL 柱梁と格子耐力壁は壁付きラーメンの機構で
鉛直力と一部の地震力を負担し、地震時の変形を
抑制する。床は RC と CLT の合成床として大スパンに
対応し、木造部の地震力を RC コアに伝達させる。

[ 組立手順 ]

CLT 床上部、
および木造と RC コアの
境界にコンクリートを打設し、
木造部と RC 造部を一体化させる。

合成床の組立てが完了。
高い剛性、遮音性 (LL=45)、
耐火性能を有する。

柱・梁(カラマツLVL)

表面材と格子の外枠を兼ねる。
水平力のみの負担とし、
耐火被覆せずにそのまま現しとする。

格子耐力壁(ヒノキ製材)

[ 構造形式 3Dモデル ]

合成床

QTC

■国産材利用の考え方
柱・梁にはカラマツ LVL、床にはスギ CLT を用い、いずれも
国産材を採用している。これにより森林資源の循環利用を
促すとともに、流通段階における GHG 排出量の低減を
図っている。[ 木材使用量 ]1,562 ㎥　　（すべて国産材の
カラマツ材、スギ材、ヒノキ材）

[ 劣化対策等級 2 相当を想定 ]
・雨水侵入を防ぐ
　基準適合部材の使用
・外壁通気層の確保
・防腐・防蟻処理

[ 遮音性能 LL-45 を想定 ]
OA フロア t=300
RC 床 t=100
CLT 床 t=210
木梁 t=800

■資材製造に係るGHG排出量の削減効果

■炭素貯蔵量

本 提 案 に お い て 、資 材 製 造 に 係 る 年 間 G H G 排 出 量
（エンボディドカーボン）は、同規模の7階建てRC造と比較して、
全体として2割減少し、躯体ではおおよそ5割減少する。

木材全体で 1,173t-CO₂の CO₂蓄積量となる。これはスギ
約 2,332本分のCO₂蓄積量に相当する。

躯体

RC造

木+ RC造

内装

7.7

3.9 4.2 1.8 1.8

3.7 1.8 1.9

外装
電気 + 太陽光発電設備

土木・地業 単位：kg-CO2e/㎡ 年

空調 衛生 搬送

14.3

17.8

その他

店舗 店舗 店舗

店舗 店舗 店舗

部屋 部屋 部屋部屋 部屋

店舗 店舗

店舗 店舗店舗 ( 屋外 )

店舗 ( 飲食 ) 店舗 ( 飲食 )

店舗 ( 飲食 ) カフェ
ギャラリー

〃 〃 〃 バックヤード
機械室

B1FL

1FL

2FL

3FL

4FL

5FL

6FL

7FL

RFL

〃 〃バックヤード
機械室

店舗
( 飲食 )

40
00

40
00

40
00

40
00

40
00

40
00

50
40

00
40

00
27

00
31

00
0

断面図　縮尺 1/500 外部空間・吹き抜け
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耐火としている。
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見込んでいる。

内外の視線の連続性および採光を最大限に確保するために
吹き抜けに面した開口部をガラスとする。

最上階から 4 層以下
1.0 時間耐火構造

太陽光パネルの設置

最上階から 5 層以上
1.5 時間耐火構造

建物内に人を誘導するためにエントランスは 2 層分の大きな
開口部を設けている。

基本データ
主要構造：中央をRCコア・ファサードを木造とする平面混構造　規模：地下 1 階、地上 7 階　延床面積：7,949.76 ㎡
建築面積：1066.52 ㎡　階高：4.00m  最高の高さ：31.00m　天井高 3.40m　耐火性能：耐火建築物

南側エントランス　6-7 階 テラス　 

3-4 階 テラス　 

6-7 階 吹抜部

3-4 階 吹抜部

南側エントランス 

床の剛性・遮音性・耐火性能
コンクリート + 鉄筋

7層7プライ
CLT( スギ )

1.5時間耐火の
「COOL WOOD」を使用
荷重支持部材：210mm
柱外形：342mm

工場加工した
CLT 床を現場で組立て、
構造ビスで一体化した上で、
配筋により合成床とする。

LVL 柱梁と格子耐力壁は壁付きラーメンの機構で
鉛直力と一部の地震力を負担し、地震時の変形を
抑制する。床は RC と CLT の合成床として大スパンに
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森のテラス
前田建設工業株式会社

■駅前の中規模オフィスを木を活かして店舗に生まれ変わらせるレトロフィットプロジェクト。

■店舗に最適な計画にするため、縦動線のコア部分も含めプランを見直し、それらを実現するための

木材ならではの特色を活かした工夫を随所にちりばめた。

■解体→新築よりも、圧倒的に環境負荷の小さい改修計画のため、今後の需要増加が見込まれる。

提案のアピールポイント

＜基本データ＞

主要構造：鉄骨造・一部木造

規模：地上8階

延床面積：5,107.72㎡

階高：1階：4.7m、2～7階：3.9m、 8階：4.5m

耐火性能：耐火建築物

建築面積：684.78㎡

最高の高さ：32.7m

天井高：2.6m

建築計画概要

駅前によくみられるような中層のオフィスビルは、全国的に、約半

数が築30年以上となっている。今後は、用途変更や建て替えが増

えることが予想されることもあり、昨今の諸事情をふまえ、コスト、

工期、環境負荷を抑えることを目指す。用途変更による耐荷重の

増加、コアの変更への対応、増床などを木材の軽さなどの特徴に

よって補い、既存躯体を活かすことで環境負荷およびコストを圧

倒的に低減する計画とする。

防耐火計画概要

本建物は耐火建築物である。1階から7階まで

は既存の鉄骨造に耐火被覆が施されている。

今回増設した耐震要素の木鋼組子®は主要構造

部ではないため木材を現わしで使用すること

が可能である。また最上階は、1時間耐火の告

示仕様を採用することでコストにも配慮した計

画となっている。

出典：一般社団法人日本不動産研究所『全国賃貸オフィスストック調査』 をもとに前田建設にて作成

築30年以上の
ストックが半数以上

プランニングの特徴

3-7F PLAN 1:600

レストラン

テラス

サラダ畑

厨房・
バックヤード

EV

WC

2F PLAN 1:600

WC

環境負荷削減計画

1,2階は、前面の通りや南側を東西に走るJRか

らの視認性を高くし、夜間も含め入りやすい雰囲

気を感じられるように開放感のある吹き抜けで

二つのフロアーの一体感を演出。

上階も、内部のにぎわいを外の人に感じてもら

えるようにオープンな空間とし、木製の耐震要素

である木鋼組子®が木の温かみを与える計画と

なっている。また最上階は、外部空間と一体利用

できるテラスレストランとなっており、緩やかな

曲面で覆われた開放的な空間となっている。

既存建物を解体して新築を鉄骨造で建てる場合と、構造躯体を残して

木材を活用し改修する場合のエンボディドカーボンを比較すると、約

70％もの二酸化炭素排出削減となる。また構造材、内装材の木材利用

によって炭素貯蔵が約２６１t-CO2となりさらに環境負荷低減に寄与す

る。特にNLTについては、接着剤を使わない建材、国産スギの活用とい

う特徴もあり、DLTとともに今後注目が集まることが予想される。さら

に電力についても、太陽光パネルを笠木に組み込み一部の電力を自家

発電で賄うことができる仕様としてお、そのり発電量は約4KW程度と

想定される。設計施工の実物件では、ホールライフカーボンを算出し、見

積とともに顧客に提示している。

Café+book shop

EV
搬搬入入用用

EEVV

リバーサイドテラス

厨房・
バックヤード

33,900

7,750 6,400 6,400 6,400 6,950

WC

EV搬搬入入用用
EEVV

8F PLAN 1:600

テナントエリア

搬搬入入用用
EEVV

1F PLAN/
SITE 1:400

EV

WC

駐車場
ゴミ

厨房・
バックヤード

道路境界線

2
2
,3

0
0

6
,4

0
0

7
,0

0
0

8
,9

0
0

33,900

7,750 6,400 6,400 6,400 6,950

AA

AA

搬搬入入用用
EEVV

Café counter

Café+book 
shop

JR総武線・中央線

前田建設の設計施工物件ホールライフカーボン算出スキーム

2,934

105

57

868

261

解体＋
鉄骨造新築

一部解体＋
木材利用改修

（単位：t-CO2）

CO2排出量

約3,039t-CO2

CO2排出量

約925t-CO2

約70％減

CO2削減量

約2,114t-CO2

CO2貯蔵量

約261t-CO2

■建設時
■解体時
■炭素貯蔵

エンボディードカーボン比較

吹き抜け

【CO2-Scope
®
】

LCA評価
支援システム

【ZEB-Scope®
】

ZEB設計
支援システム

One Click LCA
による算出

OC：オペレーショナルカーボン

WEBPRO
による算出

基本設計時：
CO2削減提案

実施設計時：
削減を盛り込んだ

WLCの見える化
お客様に提示

OC：オペレーショナルカーボン

EC：エンボディドカーボン EC：エンボディドカーボン

作成日： 2025/9/18
会社名： 前田建設工業

担当： 前田太郎

主要用途： 流通施設 算定ツール：
構造： S造 原単位DB： ecoinvent
階数： 4 階 入力数量根拠： 躯体 見積数量

延床面積： 104,520 m2 内外装 見積数量
算定時期： 2025年9月 設備 統計数量

算定： 委託算定 共通（施工）統計数量
委託先企業：

【任意入力欄】

52,199,950 kgCO2e

1,169,719 kgCO2e

3,454,144 kgCO2e

kgCO2e

kgCO2e/m２

設計一次エネルギー消費量 13,082 GJ/年
一年あたりの建物の消費電力想定 637 kgCO2/年 ※全電源平均係数「8.64 MJ/kWh」にて、電力として想定

※2024 年度の東京電力の CO2 排出係数0.421 kg-CO2/kWhを

【コメント欄（自由記述欄）】
採用可否チェック

①　合法木材
【任意入力欄】 ②　低炭素コンクリート
実施設計時 ③　リサイクル鋼材

原案 56,771,802 ｋｇCO2e

削減案 56,771,802 kgCO2e

削減率 0 %

目標値 0 %

竣工時
実績値 56,081,478 kgCO2e

削減率 1.2 %

資材製造段階(A1-A3)

現場への輸送(A4)

前田建設新築工事 排出量算定結果 段階③　　　【アップフロントカーボンの内訳】

【建物概要・算定条件】
One Click LCA
One Click LCA

段階①　　　　【建設時CO2排出量】

算定の有無 算定 有

・躯体のコンクリートと鉄筋、本体鉄骨、付帯鉄骨、内外装の仕上げ材につい
て見積数量を用いてCO2算定を行った。
・設備は㎡原単位にて試算

施工(A5)

段階②　　　【削減提案】
①低炭素建材利用による削減 ②建設工事現場での削減

合計 56,771,802【削減内容（自由記述）】 【削減内容（自由記述）】

【運用時のCO2】

試算では、外部舗装は対象として
いないが、舗装のアスファルトには
低炭素合材のエコール（前田道路）
を使用し、アスファルトのCO2を
最大で20％削減する。

・現場事務所含め、工事現場で使
用する電気を100% 再エネまた
は非化石証書で調達する
（東京都の規定の施工段階（A5）
の20％削減相当）

延床面積あたり 543

【持続可能な低炭素資材等の利用】

【低炭素資材】 一部、電炉材を使用予定。

画像添付
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森のテラス
前田建設工業株式会社

■駅前の中規模オフィスを木を活かして店舗に生まれ変わらせるレトロフィットプロジェクト。

■店舗に最適な計画にするため、縦動線のコア部分も含めプランを見直し、それらを実現するための

木材ならではの特色を活かした工夫を随所にちりばめた。

■解体→新築よりも、圧倒的に環境負荷の小さい改修計画のため、今後の需要増加が見込まれる。

提案のアピールポイント

＜基本データ＞

主要構造：鉄骨造・一部木造

規模：地上8階

延床面積：5,107.72㎡

階高：1階：4.7m、2～7階：3.9m、 8階：4.5m

耐火性能：耐火建築物

建築面積：684.78㎡

最高の高さ：32.7m

天井高：2.6m

建築計画概要

駅前によくみられるような中層のオフィスビルは、全国的に、約半

数が築30年以上となっている。今後は、用途変更や建て替えが増

えることが予想されることもあり、昨今の諸事情をふまえ、コスト、

工期、環境負荷を抑えることを目指す。用途変更による耐荷重の

増加、コアの変更への対応、増床などを木材の軽さなどの特徴に

よって補い、既存躯体を活かすことで環境負荷およびコストを圧

倒的に低減する計画とする。

防耐火計画概要

本建物は耐火建築物である。1階から7階まで

は既存の鉄骨造に耐火被覆が施されている。

今回増設した耐震要素の木鋼組子®は主要構造

部ではないため木材を現わしで使用すること

が可能である。また最上階は、1時間耐火の告

示仕様を採用することでコストにも配慮した計

画となっている。

出典：一般社団法人日本不動産研究所『全国賃貸オフィスストック調査』 をもとに前田建設にて作成

築30年以上の
ストックが半数以上

プランニングの特徴

3-7F PLAN 1:600

レストラン

テラス

サラダ畑

厨房・
バックヤード

EV

WC

2F PLAN 1:600

WC

環境負荷削減計画

1,2階は、前面の通りや南側を東西に走るJRか

らの視認性を高くし、夜間も含め入りやすい雰囲

気を感じられるように開放感のある吹き抜けで

二つのフロアーの一体感を演出。

上階も、内部のにぎわいを外の人に感じてもら

えるようにオープンな空間とし、木製の耐震要素

である木鋼組子®が木の温かみを与える計画と

なっている。また最上階は、外部空間と一体利用

できるテラスレストランとなっており、緩やかな

曲面で覆われた開放的な空間となっている。

既存建物を解体して新築を鉄骨造で建てる場合と、構造躯体を残して

木材を活用し改修する場合のエンボディドカーボンを比較すると、約

70％もの二酸化炭素排出削減となる。また構造材、内装材の木材利用

によって炭素貯蔵が約２６１t-CO2となりさらに環境負荷低減に寄与す

る。特にNLTについては、接着剤を使わない建材、国産スギの活用とい

う特徴もあり、DLTとともに今後注目が集まることが予想される。さら

に電力についても、太陽光パネルを笠木に組み込み一部の電力を自家

発電で賄うことができる仕様としてお、そのり発電量は約4KW程度と

想定される。設計施工の実物件では、ホールライフカーボンを算出し、見

積とともに顧客に提示している。

Café+book shop
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前田建設の設計施工物件ホールライフカーボン算出スキーム

2,934

105

57

868

261

解体＋
鉄骨造新築

一部解体＋
木材利用改修

（単位：t-CO2）

CO2排出量

約3,039t-CO2

CO2排出量

約925t-CO2

約70％減

CO2削減量

約2,114t-CO2

CO2貯蔵量

約261t-CO2

■建設時
■解体時
■炭素貯蔵

エンボディードカーボン比較

吹き抜け

【CO2-Scope
®
】

LCA評価
支援システム

【ZEB-Scope
®
】

ZEB設計
支援システム

One Click LCA
による算出

OC：オペレーショナルカーボン

WEBPRO
による算出

基本設計時：
CO2削減提案

実施設計時：
削減を盛り込んだ

WLCの見える化
お客様に提示

OC：オペレーショナルカーボン

EC：エンボディドカーボン EC：エンボディドカーボン

作成日： 2025/9/18
会社名： 前田建設工業

担当： 前田太郎

主要用途： 流通施設 算定ツール：
構造： S造 原単位DB： ecoinvent
階数： 4 階 入力数量根拠： 躯体 見積数量

延床面積： 104,520 m2 内外装 見積数量
算定時期： 2025年9月 設備 統計数量

算定： 委託算定 共通（施工）統計数量
委託先企業：

【任意入力欄】

52,199,950 kgCO2e

1,169,719 kgCO2e

3,454,144 kgCO2e

kgCO2e

kgCO2e/m２

設計一次エネルギー消費量 13,082 GJ/年
一年あたりの建物の消費電力想定 637 kgCO2/年 ※全電源平均係数「8.64 MJ/kWh」にて、電力として想定

※2024 年度の東京電力の CO2 排出係数0.421 kg-CO2/kWhを

【コメント欄（自由記述欄）】
採用可否チェック

①　合法木材
【任意入力欄】 ②　低炭素コンクリート
実施設計時 ③　リサイクル鋼材

原案 56,771,802 ｋｇCO2e

削減案 56,771,802 kgCO2e

削減率 0 %

目標値 0 %

竣工時
実績値 56,081,478 kgCO2e

削減率 1.2 %

資材製造段階(A1-A3)

現場への輸送(A4)

前田建設新築工事 排出量算定結果 段階③　　　【アップフロントカーボンの内訳】

【建物概要・算定条件】
One Click LCA
One Click LCA

段階①　　　　【建設時CO2排出量】

算定の有無 算定 有

・躯体のコンクリートと鉄筋、本体鉄骨、付帯鉄骨、内外装の仕上げ材につい
て見積数量を用いてCO2算定を行った。
・設備は㎡原単位にて試算

施工(A5)

段階②　　　【削減提案】
①低炭素建材利用による削減 ②建設工事現場での削減

合計 56,771,802【削減内容（自由記述）】 【削減内容（自由記述）】

【運用時のCO2】

試算では、外部舗装は対象として
いないが、舗装のアスファルトには
低炭素合材のエコール（前田道路）
を使用し、アスファルトのCO2を
最大で20％削減する。

・現場事務所含め、工事現場で使
用する電気を100% 再エネまた
は非化石証書で調達する
（東京都の規定の施工段階（A5）
の20％削減相当）

延床面積あたり 543

【持続可能な低炭素資材等の利用】

【低炭素資材】 一部、電炉材を使用予定。

画像添付
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外装計画

国産材利用の考え方

木材使用量： 炭素貯蔵量：

構造材：202.15㎥ 130.26t-CO2

内装材：123.60㎥ 126.35t-CO2

家具 ： 5.11㎥ 5.35t-CO2

中規模店舗木造化モデル

森のテラス 環境負荷を最小限に抑えたレトロフィット提案

内装計画・家具計画

床には、土足利用を考慮し、

十分な硬度のあるクリ材を

ふんだんに使用。そのほかの

内装材や家具には、ブナやナ

ラをはじめとした多様な広葉

樹を活かして空間に温かみ

を加える。内装材や家具の調

達に関しては、前田建設と木

材利用促進協定を締結して

いる岐阜県飛騨市と構築し

た広葉樹バリューチェーンの

スキームを活用し、A～Dの

手法を織り交ぜて対応する。

2026年4月より、SHK制度における
報告にて、国産木材を使用した建築物
や家具における炭素貯蔵についても報
告ができるようになり、今物件におけ
る使用木材はすべて合法国産材のた
めSHK制度の報告の対象となる。

通りに面したエントランス側は、壁面緑化や、木材利用に

より街並みに潤いを与える計画とすることで、店舗として

求められる「入りやすさ」を演出している。

神田川側の2階テラスは、川向の通りからの見え方も考慮し、

見上げの軒天に木材をふんだんに使用、植栽も施すことで、

無機質な周辺環境に潤いを与える計画とする。

今回の改修は構造的に以下の問題を解決する必要があった。

①8階の追加による重量と高さの増加

②用途変更による積載荷重の増加

どちらも地震力の増加につながることから、木質構造化による1～3の合理化を行った。

最上階の増築部分は重量を軽くするために木質構造を採

用し、かつ店舗の開放感を高めるため、図に示すように柱

梁接合部にプレストレスを導入し剛性を高めた木造ラーメ

ン構造であるWIGID®フレームを採用した。

本工法はプレストレスを含む接合部と木部材の一体化を工

場で行い、現地では鉄骨造同様クレーンで建方を行うため、

一般の木造ラーメンに比べ、都市部の施工で求められる短

工期化が可能となる。

合理化案１：WIGID®フレームによる開放感

構造計画概要

構造材は、いずれも国産材で、最
上階の柱梁にはカラマツ、木鋼組
子®にはヒノキ、NLTにはスギを
使用。仕上げ材、家具については
岐阜県飛騨市のFSC認証林の広
葉樹を使用している。

広葉樹バリューチェーン

エントランス リバーサイドテラス

Café+book shop 

合理化案２：NLTによる軽量化

最上階屋根と増床・改床部分の

床は、鉄骨造で一般的なコンク

リート床とせずに、製材同士を接

着剤を使わず釘で接合して面材

にしたNLT（Nail Laminated

Timber）を採用することで、重

量減と自由形状の屋根を実現さ

せた。

国産スギ：149.1㎥
2×6材 38mm×150mm

NLTのテスト施工

増築・増床・積載荷重変更による地震力の増加分を負担するために、ファサード面に

はデザイン性と視認性に優れた木・鋼ハイブリッド耐震システムである木鋼組子®を

採用した。

木鋼組子®は工場で運搬可能なサイズのパネル状に製作し、現地ではクレーンで建

方を行うことが可能で、各階のパネル数を調整することで必要耐震性能を確保する

ことができる。

木材（造作材）

鋼材（H型鋼）

木鋼組子®の構成

木材（集成材）

鋼材（丸鋼）

アウトフレームでの取り付け

木鋼組子®と
鉄骨フレームの
取付部分

鉄骨フレーム＋
木材（造作材）

国産ヒノキ：23.68㎥
見付180mm
×奥行210mm

合理化案３：木鋼組子®による耐震補強

南側JRから見える木鋼組子®

WIGID®フレーム柱梁接合部

A-A SECTION 1:600

神田川

高速道路

合理化案１：最上階エリア
WIGID®による無柱空間の実現

合理化案２：増床・改床エリア
NLTにより軽量化・
自由形状の実現

合理化案３：南側ファサード
木鋼組子®により地震力増を負担
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外装計画

国産材利用の考え方

木材使用量： 炭素貯蔵量：

構造材：202.15㎥ 130.26t-CO2

内装材：123.60㎥ 126.35t-CO2

家具 ： 5.11㎥ 5.35t-CO2

中規模店舗木造化モデル

森のテラス 環境負荷を最小限に抑えたレトロフィット提案

内装計画・家具計画

床には、土足利用を考慮し、

十分な硬度のあるクリ材を

ふんだんに使用。そのほかの

内装材や家具には、ブナやナ

ラをはじめとした多様な広葉

樹を活かして空間に温かみ

を加える。内装材や家具の調

達に関しては、前田建設と木

材利用促進協定を締結して

いる岐阜県飛騨市と構築し

た広葉樹バリューチェーンの

スキームを活用し、A～Dの

手法を織り交ぜて対応する。

2026年4月より、SHK制度における
報告にて、国産木材を使用した建築物
や家具における炭素貯蔵についても報
告ができるようになり、今物件におけ
る使用木材はすべて合法国産材のた
めSHK制度の報告の対象となる。

通りに面したエントランス側は、壁面緑化や、木材利用に

より街並みに潤いを与える計画とすることで、店舗として

求められる「入りやすさ」を演出している。

神田川側の2階テラスは、川向の通りからの見え方も考慮し、

見上げの軒天に木材をふんだんに使用、植栽も施すことで、

無機質な周辺環境に潤いを与える計画とする。

今回の改修は構造的に以下の問題を解決する必要があった。

①8階の追加による重量と高さの増加

②用途変更による積載荷重の増加

どちらも地震力の増加につながることから、木質構造化による1～3の合理化を行った。

最上階の増築部分は重量を軽くするために木質構造を採

用し、かつ店舗の開放感を高めるため、図に示すように柱

梁接合部にプレストレスを導入し剛性を高めた木造ラーメ

ン構造であるWIGID®フレームを採用した。

本工法はプレストレスを含む接合部と木部材の一体化を工

場で行い、現地では鉄骨造同様クレーンで建方を行うため、

一般の木造ラーメンに比べ、都市部の施工で求められる短

工期化が可能となる。

合理化案１：WIGID®フレームによる開放感

構造計画概要

構造材は、いずれも国産材で、最
上階の柱梁にはカラマツ、木鋼組
子®にはヒノキ、NLTにはスギを
使用。仕上げ材、家具については
岐阜県飛騨市のFSC認証林の広
葉樹を使用している。

広葉樹バリューチェーン

エントランス リバーサイドテラス

Café+book shop 

合理化案２：NLTによる軽量化

最上階屋根と増床・改床部分の

床は、鉄骨造で一般的なコンク

リート床とせずに、製材同士を接

着剤を使わず釘で接合して面材

にしたNLT（Nail Laminated

Timber）を採用することで、重

量減と自由形状の屋根を実現さ

せた。

国産スギ：149.1㎥
2×6材 38mm×150mm

NLTのテスト施工

増築・増床・積載荷重変更による地震力の増加分を負担するために、ファサード面に

はデザイン性と視認性に優れた木・鋼ハイブリッド耐震システムである木鋼組子®を

採用した。

木鋼組子®は工場で運搬可能なサイズのパネル状に製作し、現地ではクレーンで建

方を行うことが可能で、各階のパネル数を調整することで必要耐震性能を確保する

ことができる。

木材（造作材）

鋼材（H型鋼）

木鋼組子®の構成

木材（集成材）

鋼材（丸鋼）

アウトフレームでの取り付け

木鋼組子®と
鉄骨フレームの
取付部分

鉄骨フレーム＋
木材（造作材）

国産ヒノキ：23.68㎥
見付180mm
×奥行210mm

合理化案３：木鋼組子®による耐震補強

南側JRから見える木鋼組子®

WIGID®フレーム柱梁接合部

A-A SECTION 1:600

神田川

高速道路

合理化案１：最上階エリア
WIGID®による無柱空間の実現

合理化案２：増床・改床エリア
NLTにより軽量化・
自由形状の実現

合理化案３：南側ファサード
木鋼組子®により地震力増を負担
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■建築計画概要

■防耐火計画概要

■構造計画概要
・1階：店舗、風除室、WC　他
・基準階：店舗、WC　他

・中層純木造で、二方向ラーメン架構が可能。
・設計ルート3での構造設計により、多種多様な木造ビルへの採用が可能。
・二方向ラーメン架構採用により、耐力壁のない自由度のある内部空間を実現

二方向ラーメン架構を用いた汎用性のある中層純木造ビルの提案

・構造種別
・架構形式
・基礎形式

・国土交通省告示第1399号
　柱一部日本木造耐火建築協会仕様
・柱、床（RC）、梁、外壁、間仕切壁
　：1h耐火、1.5h耐火
　屋根（RC）：0.5h耐火

■基本データ
主要構造
耐火性能

：木造
：耐火構造

提案のアピールポイント

：木造（スラブはRC造）
：半剛接仕様の二方向ラーメン架構
：杭基礎（場所打ち鋼管コンクリート杭）

外観パース

規模
建築面積

：地上9階建
：269.25m2

延床面積
最高高さ

：2,230.12m2
：41.35m

階高
天井高

：3.95m
：2.6m

・柱、梁：国産集成材　木材使用量：744.89m3　
■国産材利用の考え方
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本建物は、狭小かつ塔状比が高い都心部
に見られる一般的な店舗ビルである。
短辺方向は店舗としての機能を損なわな
いように1スパン、約8mのラーメン架
構としている。

長辺方向も角地の利点を生かし開放感が
得られるようにラーメン架構とするが、
短辺方向の剛性および耐力を確保するた
めに5m前後のスパンに抑えている。

中高層木造建築物の二方向ラーメン架構
となるため、従来からの一般的な構法で
の設計は難しいと考え、新たに開発した
P&UA構法を採用している。

この構法は共同技術開発グループにおい
て2024年10月に日本建築センターの構
造評定を取得しているが、今後は広く技
術を公開し一般的な構法として普及させ
ていく方針である。

■P＆UA構法

・518t-CO2
■構造材に係る炭素貯蔵量（CO2換算）

「P&UA構法」とは、新たに開発した接合法「GIUA」を用いて、中高層木造建築物におけるラーメン架構（耐力壁と
の併用も可）を実現した構法。「GIUA」は、中大規模木造で一般的なGIR接合において、鋼棒をあえて接着させな
いアンボンド部を設けることにより、従来のGIRで生じていた脆性的な木材割裂を抑制し、木材を損傷させずに鋼棒
が伸び縮みすることでエネルギーを吸収する機構となっている。柱梁接合部にGIUAを採用することで接合部の高剛
性・高耐力・高靱性が確保され、中高層木造建築物において必要となるルート３（保有水平耐力計算）による耐震設
計が容易になる。また、工場で柱・梁の木材端部にGIUAを施工し、現場ではこの柱・梁を鉄骨のパネルゾーンに高
力ボルトを用いて緊結するだけで、施工の省力化も図れる構法。

1階平面図：1/400 基準階平面図：1/400

断面図：1:400

GIUA 一方向ラーメン 二方向ラーメン

・601.2t-CO2（柱、梁の躯体のみ、S造比較）
■資材製造に係るGHG排出量の削減効果（CO2換算）
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計が容易になる。また、工場で柱・梁の木材端部にGIUAを施工し、現場ではこの柱・梁を鉄骨のパネルゾーンに高
力ボルトを用いて緊結するだけで、施工の省力化も図れる構法。

1階平面図：1/400 基準階平面図：1/400

断面図：1:400

GIUA 一方向ラーメン 二方向ラーメン

・601.2t-CO2（柱、梁の躯体のみ、S造比較）
■資材製造に係るGHG排出量の削減効果（CO2換算）
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■建築計画概要

■防耐火計画概要

■構造計画概要
・1階：店舗、風除室、WC　他
・基準階：店舗、WC　他

・中層純木造で、二方向ラーメン架構が可能。
・設計ルート3での構造設計により、多種多様な木造ビルへの採用が可能。
・二方向ラーメン架構採用により、耐力壁のない自由度のある内部空間を実現

二方向ラーメン架構を用いた汎用性のある中層純木造ビルの提案

・構造種別
・架構形式
・基礎形式

・国土交通省告示第1399号
　柱一部日本木造耐火建築協会仕様
・柱、床（RC）、梁、外壁、間仕切壁
　：1h耐火、1.5h耐火
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：木造
：耐火構造

提案のアピールポイント

：木造（スラブはRC造）
：半剛接仕様の二方向ラーメン架構
：杭基礎（場所打ち鋼管コンクリート杭）

外観パース

規模
建築面積

：地上9階建
：269.25m2

延床面積
最高高さ

：2,230.12m2
：41.35m

階高
天井高

：3.95m
：2.6m

・柱、梁：国産集成材　木材使用量：744.89m3　
■国産材利用の考え方

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

道路境界線

5000
27730

5150

9
7
1
0

8
0
5
0

4900 4900 4900 2050830

8
3
0

8
3
0

店舗
ピロティ

風除室ELV
階段

ホール

HCWC

ごみ庫

PS DS
E
P
S 倉庫 給湯

5000
27730

5150

9
7
1
0

8
0
5
0

4900 4900 4900 2050830

8
3
0

8
3
0

店舗

ELV階段

ホール

MWC

PS DS
E
P
S

給湯

WWC

本建物は、狭小かつ塔状比が高い都心部
に見られる一般的な店舗ビルである。
短辺方向は店舗としての機能を損なわな
いように1スパン、約8mのラーメン架
構としている。

長辺方向も角地の利点を生かし開放感が
得られるようにラーメン架構とするが、
短辺方向の剛性および耐力を確保するた
めに5m前後のスパンに抑えている。

中高層木造建築物の二方向ラーメン架構
となるため、従来からの一般的な構法で
の設計は難しいと考え、新たに開発した
P&UA構法を採用している。

この構法は共同技術開発グループにおい
て2024年10月に日本建築センターの構
造評定を取得しているが、今後は広く技
術を公開し一般的な構法として普及させ
ていく方針である。

■P＆UA構法

・518t-CO2
■構造材に係る炭素貯蔵量（CO2換算）

「P&UA構法」とは、新たに開発した接合法「GIUA」を用いて、中高層木造建築物におけるラーメン架構（耐力壁と
の併用も可）を実現した構法。「GIUA」は、中大規模木造で一般的なGIR接合において、鋼棒をあえて接着させな
いアンボンド部を設けることにより、従来のGIRで生じていた脆性的な木材割裂を抑制し、木材を損傷させずに鋼棒
が伸び縮みすることでエネルギーを吸収する機構となっている。柱梁接合部にGIUAを採用することで接合部の高剛
性・高耐力・高靱性が確保され、中高層木造建築物において必要となるルート３（保有水平耐力計算）による耐震設
計が容易になる。また、工場で柱・梁の木材端部にGIUAを施工し、現場ではこの柱・梁を鉄骨のパネルゾーンに高
力ボルトを用いて緊結するだけで、施工の省力化も図れる構法。

1階平面図：1/400 基準階平面図：1/400

断面図：1:400

GIUA 一方向ラーメン 二方向ラーメン

・601.2t-CO2（柱、梁の躯体のみ、S造比較）
■資材製造に係るGHG排出量の削減効果（CO2換算）
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凡　例

：木造部分

：鉄骨造部分

：炭素繊維補強範囲

：耐火被覆範囲

：木柱 870×1140WC1～3

：木梁 480×780WG1～3

：木梁 660×1050

：木梁 480×1050WG13

部分詳細図（梁取り合い部） S=1:30 部分詳細図（鉄⾻梁取り合い部） S=1:30

基準階伏図 S=1:300

Y0通軸組図 S=1:300X2通軸組図 S=1:300

部分詳細図（D部） S=1:50

部分詳細図（C部） S=1:50

部分詳細図（B部） S=1:50部分詳細図（A部） S=1:50

部分詳細図（あ部） S=1:50

P&UA構法 その他の要素技術
1.シアリング・コッター耐⼒壁

⽊質パネルを上下に並べ、パネル間に設けた切り込みにL型に折り曲げ加⼯した鋼材（コッター）を組み合わせ、差し込んで接続した耐⼒壁で、地震時には、上下の⽊質パ
ネル間で２枚の耐⼒壁パネルがスライドし パネル間のコッターが変形することにより、地震エネルギーを吸収する機構となっている。

2.ローリング・コッター耐⼒壁
⽊質パネルを左右に並べ、鉄⾻枠柱とパネル間及びパネル同⼠の間に設けた切り込みにL型に折り曲げ加⼯した鋼材（コッター）を組み合せ、差し込んで接続した耐⼒壁
で、地 震時には、建物に⽣じる⽔平⼒によって左右に並べた⽊質パネルが回転してロッキング現象が⽣じる。鉄⾻枠柱とパネル間及びパネル間のコッターが変形することにより地震
エネルギーを吸収する機構になっている。

構造的な特徴
1.⽊造2⽅向ラーメン

柱梁仕⼝部や1階の柱脚部は⾼い剛性を有する鋼材で構成し、⽊柱や⽊梁をGIUAで接合することで⽊造２⽅向ラーメン架構を形成している。

2.柱梁接合部
柱梁仕⼝および⽊梁の端部にビルトHのブラケットを設けることで、⾼⼒ボルト接合による現場施⼯の省⼒化が図れるとともに、梁段差（A部）や鉄⾻⽚持ち梁との取り合い

（B部）も可能。⽊梁の端部には⾼ナット付のGIUAやGIFUを配置しており、ブラケットとの接合もボルト接合としている。

3.設備スリーブ開⼝
仕⼝や継⼿部には炭素繊維補強が可能であり、炭素繊維織物やCFRP硬化板の補強効果によって、その部分に設けるスリーブは通常よりも⼤きく、⽊梁端部には梁成の
1/3以下の円形スリーブ、⽊梁継⼿部には梁成の45%以下の⾓形スリーブを設けることができる。その他、ブラケット部分にも150 以下の円形スリーブを設けることができる。

防耐⽕計画
1.汎⽤性の⾼い⼯法

6〜9階は１時間耐⽕、1〜5階は９０分耐⽕が求められるため、強化⽯膏ボードによる柱・梁を耐⽕被覆を形成している。
構造表し部は⽇本⽊造耐⽕建築協会仕様を採⽤し、強化⽯膏ボードの上に、⽊仕上を貼る仕様とすることで、汎⽤性の⾼いオープンな⼯法としている。

2.鉄⾻梁・サッシとの取り合い部
サッシとの取り合いは、RC床スラブを⽚持ちとし、カーテンウォールを取り付けることでスパンドレルによる層間区画を形成している。⽊造柱と鉄⾻梁の接合部の耐⽕性能検証につ
いては⽇本⽊造耐⽕建築協会発⾏『⽊質耐⽕部材を⽤いた⽊造耐⽕建築物マニュアル』に記載ある⽊造柱-鉄⾻梁接合部の耐⽕性能確認試験報告書による、吹付ロック
ウール耐⽕被覆を施した鉄⾻梁の接合部の耐⽕性能を参考にしている。
※報告書に記されている柱材はカラマツ集成材のため、別の樹種を使⽤する場合には、接合部の耐⽕性能確認試験が必要となる場合がある。
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：鉄骨造部分

：炭素繊維補強範囲

：耐火被覆範囲
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：木梁 660×1050

：木梁 480×1050WG13

部分詳細図（梁取り合い部） S=1:30 部分詳細図（鉄⾻梁取り合い部） S=1:30

基準階伏図 S=1:300
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P&UA構法 その他の要素技術
1.シアリング・コッター耐⼒壁

⽊質パネルを上下に並べ、パネル間に設けた切り込みにL型に折り曲げ加⼯した鋼材（コッター）を組み合わせ、差し込んで接続した耐⼒壁で、地震時には、上下の⽊質パ
ネル間で２枚の耐⼒壁パネルがスライドし パネル間のコッターが変形することにより、地震エネルギーを吸収する機構となっている。

2.ローリング・コッター耐⼒壁
⽊質パネルを左右に並べ、鉄⾻枠柱とパネル間及びパネル同⼠の間に設けた切り込みにL型に折り曲げ加⼯した鋼材（コッター）を組み合せ、差し込んで接続した耐⼒壁
で、地 震時には、建物に⽣じる⽔平⼒によって左右に並べた⽊質パネルが回転してロッキング現象が⽣じる。鉄⾻枠柱とパネル間及びパネル間のコッターが変形することにより地震
エネルギーを吸収する機構になっている。

構造的な特徴
1.⽊造2⽅向ラーメン

柱梁仕⼝部や1階の柱脚部は⾼い剛性を有する鋼材で構成し、⽊柱や⽊梁をGIUAで接合することで⽊造２⽅向ラーメン架構を形成している。

2.柱梁接合部
柱梁仕⼝および⽊梁の端部にビルトHのブラケットを設けることで、⾼⼒ボルト接合による現場施⼯の省⼒化が図れるとともに、梁段差（A部）や鉄⾻⽚持ち梁との取り合い

（B部）も可能。⽊梁の端部には⾼ナット付のGIUAやGIFUを配置しており、ブラケットとの接合もボルト接合としている。

3.設備スリーブ開⼝
仕⼝や継⼿部には炭素繊維補強が可能であり、炭素繊維織物やCFRP硬化板の補強効果によって、その部分に設けるスリーブは通常よりも⼤きく、⽊梁端部には梁成の
1/3以下の円形スリーブ、⽊梁継⼿部には梁成の45%以下の⾓形スリーブを設けることができる。その他、ブラケット部分にも150 以下の円形スリーブを設けることができる。

防耐⽕計画
1.汎⽤性の⾼い⼯法

6〜9階は１時間耐⽕、1〜5階は９０分耐⽕が求められるため、強化⽯膏ボードによる柱・梁を耐⽕被覆を形成している。
構造表し部は⽇本⽊造耐⽕建築協会仕様を採⽤し、強化⽯膏ボードの上に、⽊仕上を貼る仕様とすることで、汎⽤性の⾼いオープンな⼯法としている。

2.鉄⾻梁・サッシとの取り合い部
サッシとの取り合いは、RC床スラブを⽚持ちとし、カーテンウォールを取り付けることでスパンドレルによる層間区画を形成している。⽊造柱と鉄⾻梁の接合部の耐⽕性能検証につ
いては⽇本⽊造耐⽕建築協会発⾏『⽊質耐⽕部材を⽤いた⽊造耐⽕建築物マニュアル』に記載ある⽊造柱-鉄⾻梁接合部の耐⽕性能確認試験報告書による、吹付ロック
ウール耐⽕被覆を施した鉄⾻梁の接合部の耐⽕性能を参考にしている。
※報告書に記されている柱材はカラマツ集成材のため、別の樹種を使⽤する場合には、接合部の耐⽕性能確認試験が必要となる場合がある。

21

ラ
ー
メ
ン
構
造

構
造
計
画

内
装
木
質
化

主
な
使
用
木
材

そ
の
他
計
画
の
ア
イ
デ
ア

木
造

柱
木
造

＋
梁
鉄
骨
造

パ
ネ
ル
工
法

耐
火
構
造

被
覆
型

耐
火
構
造

燃
え
止
ま
り
型

水
平
力
負
担
要
素

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

+

機
械
排
煙
設
備

現
し

集
成
材

施
工
計
画

設
備
計
画

遮
音
計
画

C
L
T

C
L
T

L
V
L

N
L
T

準
耐
火
構
造

燃
え
し
ろ
設
計

防
耐
火
計
画

耐
火
構
造

鋼
材
内
蔵
型

ラ
ー
メ
ン
構
造

耐
震
壁
付



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建建築築計計画画  
地方中核都市の駅前に建つ、ＣＬＴの水平ルーバーが特徴

的な外観の商業施設である。多様な商業用途、構造、外装

を組み合わせながら、それらをポジティブに受け入れるイ

ンクルーシブ（Inclusive）な建物とし、駅前や地方の林業

の活性化に寄与することを意図した。 

ゾーニングは駅前側に店舗、背面にコアをまとめ、整形で

見通しが良く、テナントがプランニングしやすい床面積を

最大限確保した。専有部分の天井は大部分をスケルトンと

することで多用な使い方に対応できるフレキシビリティを

確保するとともに、ハイブリッド木造の架構がそのまま表

れる空間とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防防耐耐火火計計画画  
本建物は駅前に建つ商業施設であり、９階建てであること

から、90 分耐火構造が必要である。木柱にはメンブレン方

式の O・Mega Wood® 耐火(柱)（図７）を採用し、鉄骨梁は

直天上の箇所にはＣＬＴを用いた鋼梁の 2 時間耐火被覆工

法 O・Mega Wood X®ビーム（図８）を採用し、コア回りにつ

いては、一般的な吹付けロックウールを採用し天井仕上で

隠蔽しており、経済的に木造を実現している。 

内装制限はテナントの自由度を優先し避難安全検証法を避

け、各階スプリンクラーと排煙設備により適用外としてい

る。柱梁については独立フレームの耐火構造であることか

ら内装制限の適用外として整理することを前提とした。

構構造造計計画画  
柱をすべて木造とすることで、炭素貯蔵量を向上させると

ともに、軸力によるクリープ変形の影響を均一化させるよ

うに配慮している。大梁は鉄骨造とし、木柱と鉄骨大梁の

剛接合化技術（後述）を採用した剛接架構とすることで、

店舗内に耐震要素が配置されないレイアウト自由度の高い

空間を実現した。（図２、図３） 

本建物のように比較的階数が高い建物の場合には、木柱と

鉄骨梁による剛接架構だけでは耐震要素が不足し木柱の断

面が過大となってしまう。本建物では、プランに影響が無

いコア周りに鉄骨造の鉛直ブレースを設け耐震要素とする

ことで木柱の負担を減らし、高層化を実現した。 

店舗空間に面する部分に設置する鉄骨ブレース（各階 2 箇

所）は、座屈補剛材に集成材を用いた木補剛ブレースを採

用しており、これを現しとすることで木を活かした空間の

演出に一役買っている。 

床スラブは、厨房位置の自由度、遮音性、建設コストに配

慮し、ＣＬＴではなく一般的なＲＣスラブを採用した。 

外周部の日射抑制用のルーバーは長さ 6.5ｍ、幅 1.2ｍと、

ＣＬＴの特徴を活かし大判のパネルを使用している。自重

によるたわみを抑制するため、中央部を鋼製ロッドで吊る

形式とした。ロッドは鋼製のメッシュスキンの一部として

デザインしている。（図９、１０） 

耐耐震震計計画画  
地震力に対する安全性の確保と、店舗空間の最大化という

目的を両立させるため、コア周りにブレースを配置したブ

レース付きラーメン架構を採用した。木柱が負担する地震

水平力を適切な範囲に留めることで、木柱サイズが過大に

ならないような計画としている。 

木柱を含む剛接架構にも地震力を負担させる一方で、大地

震時のエネルギー吸収は、性状が安定しておりエネルギー

吸収能力に優れた鉄骨部のみ（鉄骨ブレースおよび鉄骨大

梁）とすることで、架構全体の靭性能を高めている。中小

地震・大地震のそれぞれに対する耐震設計方針を、次ペー

ジに示す。  

図２ 基準階平面図 

図３ 基準階軸組図 

③通り、⑤通り軸組図 Ⓒ通り軸組図 

基本データ 
主要構造：木造、鉄骨造 建築面積：735m2（一部庇含む 延床面積：6,550m2 基準階面積：724m2 
規模：地上９階 最高高さ：40.8m 階高：4.0m   天井高：3.0m 
用途：1・2 階 物販、3 階以上 サービス、オフィス  耐火性能：耐火構造 

柱を木造、梁を鉄骨造としたハイブリッド木造の商業施設 
提提案案ののアアピピーールルポポイインントト  

・柱を木造、梁を鉄骨造とすることで、経済的に木造を実現 

・コア周りに耐震要素を設け木柱への負担を減らすことで、高層化を実現 

・CLT のルーバーを外部に設置し日射制御を行うことで、環境負荷を低減しつつ外装を木質化 

株式会社大林組
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█ 中小地震時に対する耐震設計方針 

各部材に生じる応力度が、短期許容応力度を超えないよ

うな断面計画としている。耐震ブレースが地震力の約 35%

を負担し、残りを剛接架構にて負担する計画としている。 

█ 大地震時に対する耐震設計方針 

木柱および柱主筋に対して、鉄骨梁端部が先行降伏とな

るように計画することで、靭性能が高い安定したエネル

ギー吸収を実現している。各階の大梁端部および最上下

階の柱頭・柱脚にて曲げ降伏が生じる全体崩壊形とする

ことで、建物全体で地震エネルギーを吸収する。 

鉄骨梁端部の先行降伏が確実に実現できるよう、材料強

度や地震入力のばらつきを鑑みて、木柱および柱主筋に

は十分な耐力余裕度を確保している。 

また、耐震ブレースの降伏は許容するものの、集成材によ

る座屈補剛を設けた木補剛ブレースも含め、塑性変形能

力（靭性能力）を確保している。 

柱柱梁梁仕仕口口（（剛剛接接合合化化技技術術））  
柱は木造、大梁は鉄骨造とし、両者を剛接合する技術とし

て、仕口部をＰＣａ鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ仕口）

としたものと、コンクリート充填鋼管（ＣＦＴ仕口）とし

たものの２種類を採用し、それぞれの特徴に応じて使い分

ける方針とした。（図４、５）

鉄骨梁に対して柱主筋や木柱が十分な耐力を持つよう設計

している点は両仕口に共通している。これにより、地震時

に鉄骨梁が先行降伏させ鋼材降伏による安定したエネルギ

ー吸収を行い、最大耐力後に脆性的な挙動を示す恐れのあ

る木柱を弾性範囲に留めた、安全性の高い構造を実現して

いる。 

█ ＳＲＣ仕口の特徴と採用部位 

仕口部をコンクリートとしており、この部分を現しとす

ることが可能である。意匠性が高いことから、今回はファ

サード面を中心に採用している。仕口部はＰＣａ化して

おり、高強度コンクリートの採用や高い施工精度が得ら

れるほか、仕口部全体をユニット化することで、ＰＣａ工

場等でプレファブ化することも可能となる。 

█ ＣＦＴ仕口の特徴と採用部位 

仕口部を鋼管とすることで、鉄骨ガセットプレートによる

耐震ブレースとの接合が容易な納まりとしている。ＳＲＣ

仕口のように鉄骨梁が仕口内部を貫通することが無いこと

から、主筋の配置が比較的自由で、柱梁仕口内に主筋を連

続させせ、芯鉄筋なども設置可能である。今回はコア周り

を中心に採用しており、柱主筋の他に芯鉄筋を配筋するこ

とで、地震時において耐震ブレースまわりの柱に生じる大

きな変動軸力に対して、十分な耐力確保を図っている。

木木補補剛剛ブブレレーースス 

耐力が高く、材料としての靭性能に優れている鋼板を、集

成材で挟み込むことで座屈補剛とした（図６）。店舗空間内

に現しとすることで、木を活かした空間を創造した。 

 

外外装装とと環環境境性性能能 

ガラスファサード越しに見える構造フレームは、仕口部の

プレキャストコンクリートを現しで見せ、ハイブリッド木

造らしい多様性を活かしたデザインとしている。（図９） 

また、南面にＣＬＴの水平ルーバーやガラスファサードの

外側に設けた鋼製のメッシュスキンの約半分をテナントサ

インや緑化に利用する事で、環境負荷低減に加えて商業ら

しい外観を創出した（図 10）。 

ＣＬＴ水平ルーバーは、6.5m スパンで支持するシンプルな

納まりとすることで二次部材を不要とした。水上側の小口

と天端は金物により紫外線や雨水からＣＬＴを保護しつつ、

地上レベルの駅前からの見上げに対しては軒裏を見せるこ

とで耐久性に配慮しつつ効果的に外装木質化を行った。 

国国産産材材利利用用のの考考ええ方方  
構造材・仕上げ材とも全て国産材で計画している。構造材

の柱以外は木材を現しとして用いるので、色調や風合いを

合わせるために、同一の樹種を選定している。 

█ 木材使用量 ： 562 m3 

█ 木質材料一覧 

柱（構造材） ：カラマツ集成材（E105-F345）  

柱（表面材） ：ヒノキ羽目板（t20 地域産材利用） 

梁（耐火被覆材） ：ヒノキＣＬＴ（t72 Mx90） 

ブレース（補剛） ：ヒノキ集成材（E105-F300） 

水平ルーバー ：ヒノキＣＬＴ（t150 Mx90）

資資材材製製造造、、施施工工にに係係るる CCOO22 排排出出量量のの削削減減効効果果  
木材は全て国産材を用いることでウッドマイルが出来る

だけ小さくなるように配慮している。木柱とプレキャスト

コンクリート仕口は予め工場で一体化することで、輸送効

率を高め、施工時の CO2排出削減に寄与するとともに、駅

前のバスやタクシー等の公共交通との混雑回避や、通勤・

通学等の電車利用者の安全性の向上にも配慮している。 

炭炭素素貯貯蔵蔵量量  
構造材・仕上げ材の炭素貯蔵量は、合計 412t-CO2である。 

図６ 木補剛ブレースの断面構成 

図７ O・Mega Wood® 耐火(柱) 図 10 メッシュスキン 図８ O・Mega Wood X®ビーム 

図９ 断面イメージ図 

図４ ＳＲＣ仕口 構造詳細図 図５ ＣＦＴ仕口 構造詳細図 
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外側に設けた鋼製のメッシュスキンの約半分をテナントサ

インや緑化に利用する事で、環境負荷低減に加えて商業ら

しい外観を創出した（図 10）。 

ＣＬＴ水平ルーバーは、6.5m スパンで支持するシンプルな

納まりとすることで二次部材を不要とした。水上側の小口

と天端は金物により紫外線や雨水からＣＬＴを保護しつつ、

地上レベルの駅前からの見上げに対しては軒裏を見せるこ

とで耐久性に配慮しつつ効果的に外装木質化を行った。 

国国産産材材利利用用のの考考ええ方方  
構造材・仕上げ材とも全て国産材で計画している。構造材

の柱以外は木材を現しとして用いるので、色調や風合いを

合わせるために、同一の樹種を選定している。 

█ 木材使用量 ： 562 m3 

█ 木質材料一覧 

柱（構造材） ：カラマツ集成材（E105-F345）  

柱（表面材） ：ヒノキ羽目板（t20 地域産材利用） 

梁（耐火被覆材） ：ヒノキＣＬＴ（t72 Mx90） 
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資資材材製製造造、、施施工工にに係係るる CCOO22 排排出出量量のの削削減減効効果果  
木材は全て国産材を用いることでウッドマイルが出来る

だけ小さくなるように配慮している。木柱とプレキャスト

コンクリート仕口は予め工場で一体化することで、輸送効

率を高め、施工時の CO2排出削減に寄与するとともに、駅

前のバスやタクシー等の公共交通との混雑回避や、通勤・

通学等の電車利用者の安全性の向上にも配慮している。 

炭炭素素貯貯蔵蔵量量  
構造材・仕上げ材の炭素貯蔵量は、合計 412t-CO2である。 
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█ 中小地震時に対する耐震設計方針 

各部材に生じる応力度が、短期許容応力度を超えないよ

うな断面計画としている。耐震ブレースが地震力の約 35%

を負担し、残りを剛接架構にて負担する計画としている。 

█ 大地震時に対する耐震設計方針 

木柱および柱主筋に対して、鉄骨梁端部が先行降伏とな

るように計画することで、靭性能が高い安定したエネル

ギー吸収を実現している。各階の大梁端部および最上下

階の柱頭・柱脚にて曲げ降伏が生じる全体崩壊形とする

ことで、建物全体で地震エネルギーを吸収する。 

鉄骨梁端部の先行降伏が確実に実現できるよう、材料強

度や地震入力のばらつきを鑑みて、木柱および柱主筋に

は十分な耐力余裕度を確保している。 

また、耐震ブレースの降伏は許容するものの、集成材によ

る座屈補剛を設けた木補剛ブレースも含め、塑性変形能

力（靭性能力）を確保している。 

柱柱梁梁仕仕口口（（剛剛接接合合化化技技術術））  
柱は木造、大梁は鉄骨造とし、両者を剛接合する技術とし

て、仕口部をＰＣａ鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ仕口）

としたものと、コンクリート充填鋼管（ＣＦＴ仕口）とし

たものの２種類を採用し、それぞれの特徴に応じて使い分

ける方針とした。（図４、５）

鉄骨梁に対して柱主筋や木柱が十分な耐力を持つよう設計

している点は両仕口に共通している。これにより、地震時

に鉄骨梁が先行降伏させ鋼材降伏による安定したエネルギ

ー吸収を行い、最大耐力後に脆性的な挙動を示す恐れのあ

る木柱を弾性範囲に留めた、安全性の高い構造を実現して

いる。 

█ ＳＲＣ仕口の特徴と採用部位 

仕口部をコンクリートとしており、この部分を現しとす

ることが可能である。意匠性が高いことから、今回はファ

サード面を中心に採用している。仕口部はＰＣａ化して

おり、高強度コンクリートの採用や高い施工精度が得ら

れるほか、仕口部全体をユニット化することで、ＰＣａ工

場等でプレファブ化することも可能となる。 

█ ＣＦＴ仕口の特徴と採用部位 

仕口部を鋼管とすることで、鉄骨ガセットプレートによる

耐震ブレースとの接合が容易な納まりとしている。ＳＲＣ

仕口のように鉄骨梁が仕口内部を貫通することが無いこと

から、主筋の配置が比較的自由で、柱梁仕口内に主筋を連

続させせ、芯鉄筋なども設置可能である。今回はコア周り

を中心に採用しており、柱主筋の他に芯鉄筋を配筋するこ

とで、地震時において耐震ブレースまわりの柱に生じる大

きな変動軸力に対して、十分な耐力確保を図っている。

木木補補剛剛ブブレレーースス 

耐力が高く、材料としての靭性能に優れている鋼板を、集

成材で挟み込むことで座屈補剛とした（図６）。店舗空間内

に現しとすることで、木を活かした空間を創造した。 
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はじめに 

本提案は 2018年に開催された「CLTアイディアコンテスト 2018」の設計

部門において、「5階建て以下の事務所建築」というテーマに基づき設計実務

者や建築系学生から寄せられた多くの提案の中から、国土交通大臣賞を受賞

したものを基に、2025年現在の技術･市況などを踏まえて一部加筆を行っ

た提案となります。 

実際には建てられていませんが、タイトルにあるように「CLTに固執しない

/CLTを諦めない」というコンセプトに基づき、建築基準法の枠組みの中で特

別な方法に頼らず普通に成立する準耐火建築物として、CLTを積極的に活用

することを考えています。   

主な使用木材 

CLT（Cross Laminated Timber JAS3079 直交集成板）  

杉 CLT JAS S60-5-7   使用部位  柱･梁・壁・垂れ壁   厚み 210㎜  514.3273㎥ 

杉 CLT JAS S60-3-3   使用部位  2階、3階床及び屋根面  厚み 90㎜  133.1883㎥ 

使用材積合計 647.5156㎥   

防耐火計画 

この建物では、構造体である CLTを極力現しで使うことを目指しました。CLTを単なる構造材と考えるのではなく、木

材という質感を伴った材料としての魅力を最大化したいと考えたためです。 

建物の用途や規模など様々な要件によって、構造体に耐火性能を求められるケースがあります。その場合、多くは不燃性

の建材などで構造体を被覆することで耐火性能を担保することになりますが、CLTの場合、建材で被覆すると木材の質

感は表には現れません。一般のエンドユーザーの木造のイメージとかけ離れてしまうことで、そもそも企画段階から木造＝

CLTで作ることの意義を見いだせなくなることもあるでしょう。 

本提案では CLTの魅力を最大化するために、建築物の防耐火性能を「準耐火建築物」に照準を定め、「燃えしろ設計」を

行いました。「木造 3階、1500m2以下の準耐火建築物」のプロトタイプを提案すること目指して、構造体である壁・壁柱・

梁について、5層 7プライ 210mmの CLTを採用し､燃えしろを片面 45mmとしています。 

また、立地条件が準防火地域であるため、準耐火建築物とするためには 500m2での防火区画が必要になります。そこで

平面計画上はワンフロアを 500㎡として各階の層間での防火区画することにしています。さらに、防火区画に接する外

壁は、火炎の回り込みを防ぐために幅 90cm以上の部分を準耐火構造としなくてはならなくなるのですが、これを避け

るため、庇を鉄筋コンクリートとすることで、防火区画と延焼防止の庇を構成して防火上有効に遮る計画としました。 

構造計画 

一般的な中廊下型の平面・断面計画とし、大版で製造できる

CLTパネルの優位性を活かして、シンプルな CLTパネル構

造として計画しています。 

防耐火ならびに遮音などの理由により床版を CLT仮設パネ

ル＋コンクリートとしており、床勝ちで空間を構成します。水

平構面は剛床を仮定し、圧縮側は CLTに期待し、引張側が支

配する床スラブではコンクリートを用いた合成スラブに期待

して、各材料の得意な性能を最大限に活用することを実現し

ています。 

（※提案時、構造的に精緻な検証は行っていません。実施計画

する場合は、改めて構造計算を行う必要があります。） 

計画概要 
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路沿いで、鉄道利用者からもよく見える場所です。提案では

多くの人の目に触れる場所に CLTが使われていることが一

目でわかる形で建物を計画することを意識しました。計画地

の近隣にはかつての観光名所がありますが、近年のインバウ

ンド景気によって魅力の再発見がなされ、新たな活気に溢れ

ています。そのようなこれまでのイメージを更新する新しい

気風が感じられる場所に、若い起業家などが集う SOHOや

コワーキングスペースを計画することで「場所」と「人」の相乗

効果が生まれることを期待しました。「CLTによる新しい木

造空間」から「ビジネスにおける新しい発想」が生まれるとい

うポジティブなイメージを、駅のホームから見える建物から発

信できるのではないかと考えました。     
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・建築基準法の枠組みの中で特別な方法に頼らず成立する準耐火建築物として、CLT を積極的に活用
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  ～最適条件×最適部位で実現する CLTによる「準耐火構造」の ひとつの答え～ 

CLTの使い方の工夫 

建設地として想定したのは都市部の中心市街地の駅前の線

路沿いで、鉄道利用者からもよく見える場所です。提案では

多くの人の目に触れる場所に CLTが使われていることが一

目でわかる形で建物を計画することを意識しました。計画地

の近隣にはかつての観光名所がありますが、近年のインバウ

ンド景気によって魅力の再発見がなされ、新たな活気に溢れ

ています。そのようなこれまでのイメージを更新する新しい

気風が感じられる場所に、若い起業家などが集う SOHOや

コワーキングスペースを計画することで「場所」と「人」の相乗

効果が生まれることを期待しました。「CLTによる新しい木

造空間」から「ビジネスにおける新しい発想」が生まれるとい

うポジティブなイメージを、駅のホームから見える建物から発

信できるのではないかと考えました。     
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建設地として想定したのは都市部の中心市街地の駅前の線
路沿いで、鉄道利用者からも良く見える場所です。提案で
は多くの人の目に触れる場所に CLT が使われることが一
目でわかる形で建物を計画することを意識しました。計画
地の近隣にはかつての観光名所がありますが、近年のイン
バウンド景気によって魅力の再発見がなされ、新たな活気
に溢れています。そのようなこれまでのイメージを更新す
る新しい気風が感じられる場所に、若い起業家などが集う
SOHO やコワーキングスペースを計画することで「場所」
と「人」の相乗効果が生まれることを期待しました。「CLT
による新しい木造空間」から「ビジネスにおける新しい発
想」が生まれるというポジティブなイメージを、駅のホー
ムから見える建物から発信出来るのではないかと考えまし
た。

一般的な中廊下型の平面・断面計画とし、大版で製造でき
る CLT パネルの優位性を活かして、シンプルな CLT パネ
ル構造として計画しています。
防耐火ならびに遮音などの理由により床版を CLT 仮設パネ
ル＋コンクリートとしており、床勝ちで空間を構成します。
水平構面は剛床を仮定し、圧縮側は CLT に期待し、引張
側が支配する床スラブではコンクリートを用いた合成スラ
ブに期待して、各材料の得意な性能を最大限に活用するこ
とを実現しています。

（※提案時、構造的に精緻な検証は行っていません。実施
計画する場合は、改めて構造計算を行う必要があります。）

この建物では、構造体である CLT を極力現しで使うことを目指しました。CLT を単なる構造材と考えるのではなく、木
材という質感を伴った材料としての魅力を最大化したいと考えたためです。
建物の用途や規模など様々な要件によって、構造体に耐火性能を求められるケースがあります。その場合、多くは不燃
性の建材などで構造体を被覆することで耐火性能を担保することになりますが、CLT の場合、建材で被覆すると木材の
質感は表には現れません。一般のエンドユーザーの木造のイメージとかけ離れてしまうことで、そもそも企画段階から
木造＝ CLT で作ることの意義を見いだせなくなることもあるでしょう。
本提案では CLT の魅力を最大化するために、建築物の防耐火性能を「準耐火建築物」に照準を定め、「燃えしろ設計」を
行いました。「木造 3 階、1,500 ㎡以下の準耐火建築物」のプロトタイプを提案すること目指して、構造体である壁・壁
柱・梁について、5 層 7 プライ 210mm の CLT を採用し、燃えしろを片面 45mm としています。
また、立地条件が準防火地域であるため、準耐火建築物とするためには 500 ㎡での防火区画が必要になります。そこで
平面計画条はワンフロアを 500 ㎡として各階の層間での防火区画とすることにしています。さらに、防火区画に接する
外壁は、火炎の回り込みを防ぐために幅 90cm 以上の部分を準耐火構造としなくてはならなくなるのですが、これを避
けるため、庇を鉄筋コンクリートとすることで、防火区画と延焼防止の庇を構成して防火上有効に遮る計画としました。

CLT の使い方の工夫
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その他 計画のアイデア 施工計画 

施工面では、鉄やコンクリートなどの主要建築材料と比較して、CLTの比重が軽いことが輸送、あるいは現場での取り

回しの面で優位になると考えています。特に昨今の人件費や燃料費の高騰による「輸送費の上昇」を考えた時、軽量でパ

ネル化されて扱いやすいことなど CLTには多くの利点があります。 

また施工計画において 5,400mmモデュールを基本とした壁部材のユニット化を行い、プレファブリケーションとして

可能な限り事前に工場で CLTの躯体ユニットを部分的に組み立てて搬入します。そして現場では、持ち込まれた壁ユニ

ットを立ち上げ、一部の接合を行い壁面を構成、次に床面を構築した後、さらに２階壁ユニットを立ち上げていくプラッ

トフォーム工法で建てられていきます。 

これにより施工は、天井面までを含む完全な CLTユニット構造と比較すると、床と天井の施工についてのプレファブリ

ケーション化は図られませんが、躯体工事の工程に鉄筋、型枠、コンクリー トの 3工種が必要になる鉄筋コンクリート構

造と比較すると、CLTによるプレファブリケーション化によって躯体工事の工程はかなり短縮することができます。 

さらに、CLTを現しとする部分では内装は不要となるため、全体としての部品数の減り工程も削減できます。 

また、都市部の中心市街地では、現場の騒音対策も大きな課題となりますが、プレファブリケーションにより、現場作業

が簡易なユニットの接合作業がメインになるため、トータルとしての工事騒音の低減も期待できます。 

その他 計画のアイデア 居住性の向上 

CLTの建材としての軽さは、例えば床面に採用した場合には、特に重量床衝撃音（ひとが飛び跳ねたり走ったり、重いも

のを落とした時に買界に伝わる重く鈍い衝撃音）の遮音性の面ではコンクリー トと比べて不利になります。  

今回の計画では、CLT90mm（3層 3プライ） を型枠としたコンクリート床を設けることで、防火性能と遮音性能を兼ね

備えた床を実現しています。居住性の高さは貸しビルとしての大きなアドバンテージです。 

①エントランス ②ロビー ③管理事務室 ④控室 ⑤備品庫 ⑥コワーキングスペース 
１階平面図・配置図 

⑦貸室［5坪、10坪、20坪］ ⑧談話スペース 2階平面図 

⑦貸室［5坪、10坪、20坪］ ⑧談話スペース 3階平面図 

短辺断面図［X7通＋500］ 
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可能な限り事前に工場で CLTの躯体ユニットを部分的に組み立てて搬入します。そして現場では、持ち込まれた壁ユニ
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造と比較すると、CLTによるプレファブリケーション化によって躯体工事の工程はかなり短縮することができます。 

さらに、CLTを現しとする部分では内装は不要となるため、全体としての部品数の減り工程も削減できます。 

また、都市部の中心市街地では、現場の騒音対策も大きな課題となりますが、プレファブリケーションにより、現場作業

が簡易なユニットの接合作業がメインになるため、トータルとしての工事騒音の低減も期待できます。 

その他 計画のアイデア 居住性の向上 

CLTの建材としての軽さは、例えば床面に採用した場合には、特に重量床衝撃音（ひとが飛び跳ねたり走ったり、重いも

のを落とした時に買界に伝わる重く鈍い衝撃音）の遮音性の面ではコンクリー トと比べて不利になります。  

今回の計画では、CLT90mm（3層 3プライ） を型枠としたコンクリート床を設けることで、防火性能と遮音性能を兼ね

備えた床を実現しています。居住性の高さは貸しビルとしての大きなアドバンテージです。 

①エントランス ②ロビー ③管理事務室 ④控室 ⑤備品庫 ⑥コワーキングスペース 
１階平面図・配置図 

⑦貸室［5坪、10坪、20坪］ ⑧談話スペース 2階平面図 

⑦貸室［5坪、10坪、20坪］ ⑧談話スペース 3階平面図 

短辺断面図［X7通＋500］ 
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CLT の建材としての軽さは、例えば床面に採用した場合には、特に重量衝撃音（ひとが飛び跳ねたり走ったり、重いも
のを落とした時に下階に伝わる重く鈍い衝撃音）の遮音性の面ではコンクリートと比べて不利になります。
今回の計画では、CLT90mm（3 層 3 プライ）を型枠としたコンクリート床を設けることで、防火性能と遮音性能を兼
備えた床を実現しています。居住性の高さは貸しビルとしての大きなアドバンデージです。
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https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/esg_architecture.html

林野庁：建築物の木材利用に係る評価ガイダンス
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参考資料

- 建築物の木造化・木質化事例
- 公共建築物の木造率
- 建築物受賞施設等・データベース
- 建築物における木材利用に関する参考資料
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/zirei_sankou/index.html

林野庁：建築物の木造化・木質化事例、参考資料

- 協定制度の概要
- 国・地方公共団体との協定締結について
- 協定締結事例
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/mokuri_kyoutei/index.html

林野庁：建築物木材利用促進協定制度

https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/mieruka.html

林野庁：建築物に利用した木材にかかる炭素貯蔵量の
表示に関するガイドライン

https://mokuzouportal.jp/
中大規模木造建築ポータルサイト

https://www.daimoku.jp/
中大規模木造建築データベース

https://www.howtec.or.jp/publics/index/336/
日本住宅・木材技術センターの普及資料
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RC

耐
震

壁
付

ラ
ー

メ
ン

構
造

・
プ

レ
ス

ト
レ

ス
木

造
ラ

ー
メ

ン
構

造
（

W
IG

ID
構

法
）

・
木

鋼
組

子

・
木

造
二

方
向

ラ
ー

メ
ン

構
造

・
木

造
に

よ
る

ル
ー

ト
3

（
保

有
水

平
耐

力
計

算
）

に
よ

る
耐

震
設

計
が

可
能

・
柱

木
造

＋
梁

鉄
骨

造
・

木
補

剛
ブ

レ
ー

ス

・
CL

T
パ

ネ
ル

構
造

・
材

料
の

特
性

を
活

か
し

圧
縮

側
を

CL
T,

引
張

側
を

合
成

ス
ラ

ブ
と

負
担

域
の

明
確

化

構
造
計
画

- 内
装

制
限

緩
和

- 現
し

の
木

質
耐

震
壁

内
装
木
質
化

Q
TC
（
4
本
組
み

立
て
柱
）
で
構
成

し
た
7
階
建
て
の

商
業
施
設

二
方
向
ラ
ー
メ
ン
架

構
を
用
い
た
汎
用
性

の
あ
る
中
層
純
木
造

ビ
ル
の
提
案

柱
を
木
造
、
梁
を
鉄

骨
造
と
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
木
造
の
商
業

施
設

「
CL
T
に
固
執
し
な
い
／

CL
T
を
諦
め
な
い
」

～
最
適
条
件
x
最
適
部
位

で
実
現
す
る
CL
T
に
よ
る

「
準
耐
火
構
造
」
の
ひ
と
つ

の
答
え
～

森
の
テ
ラ
ス

木
織
り
の
詩

- 
TI

M
BE

R
 

H
A

R
M

O
N

Y 
-

防
耐
火
計
画

- 集
成

材
- N

LT
- C

LT

主
な
使
用
木
材

- 施
工

計
画

- 設
備

計
画

- 遮
音

計
画

そ
の
他
計
画
の
ア
イ

デ
ア
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中国木材㈱ http://www.chugokumokuzai.co.jp/

㈱久慈設計 https://kuji-act.com/

三菱地所㈱ https://www.mec.co.jp/

ライフデザイン・カバヤ㈱ https://www.lifedesign-kabaya.co.jp/

鉄建建設㈱ https://www.tekken.co.jp/

前田建設工業㈱ https://www.maeda.co.jp/

ナイス㈱ https://www.nice.co.jp/

東急建設㈱ https://www.tokyu-cnst.co.jp/

㈱竹中工務店 https://www.takenaka.co.jp/

住友林業㈱ https://sfc.jp/

㈱シェルター https://shelter.inc/

㈱大林組 https://www.obayashi.co.jp/

㈱大林組 https://www.obayashi.co.jp/

銘建工業㈱ https://www.meikenkogyo.com/

SMB 建材㈱ https://www.smb-kenzai.com/

ヒューリック㈱ https://www.hulic.co.jp/

中央日本土地建物㈱ https://www.chuo-nittochi.co.jp/

（一社）中大規模木造プレカット技術協会 https://www.precut.jp/

（一社）日本木造住宅産業協会 https://www.mokujukyo.or.jp/

（公社）国際観光施設協会 https://www.kankou-fa.jp/

ウッド・ソリューションネットワーク https://www.wsnk.org/

（一社）全国木材組合連合会 https://www.zenmoku.co.jp/

前田建設工業㈱ https://www.maeda.co.jp/

㈱シェルター https://shelter.inc/

㈱竹中工務店 https://www.takenaka.co.jp/

本資料は以下の皆様の参加により作成しました。

モデル案のお問合せ先（著作権は提案各社に属します）

中規模ビル木造標準モデル事業　参加団体・企業

東急建設㈱ https://www.tokyu-cnst.co.jp/

銘建工業㈱ https://www.meikenkogyo.com/

㈱ AQ Group https://www.aqura.co.jp/

㈱奥村組 https://www.okumuragumi.co.jp/

鈴与建設㈱ https://www.suzuyo-kensetsu.co.jp/

三井ホーム㈱ https://www.mitsuihome.co.jp/

ALSOK 介護㈱ https://kaigo.alsok.co.jp/

( 国研 ) 森林研究・整備機構 森林総合研究所 https://www.ffpri.affrc.go.jp/

問い合わせ先



公益財団法人　日本住宅・木材技術センター
〒136-0075 東京都江東区新砂 3-4-2

TEL 03-5653-7662　FAX 03-5653-7582　https://www.howtec.or.jp/

発行 / 公益財団法人　日本住宅・木材技術センター
制作協力/ 有限会社ビルディングランドスケープ一級建築士事務所

この冊子の文章・写真・表等の無断複製・転載を禁じます 。

このパンフレットは、令和 7 年度林野庁補助事業「CLT・LVL 等を活用した建築物の低コスト化・検証等」にて作成しました。




